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序

この報告書は、倉吉市農業協同組合（JA倉吉市）が実

施する沢山地区土地改良総合整備事業に伴う事前調査とし

て、平成7年度から8年度にかけて、倉吉市古川沢字下張

坪はかにおいて実施した埋蔵文化財の発掘調査の記録です。

下張坪遺跡は、倉吉市の北端、北条町との境に位置する
．

丘陵に所在した、弥生時代後期から古墳時代後期にかけて

の遺跡です。中でも丘陵の大部分を占める古墳群は、5カ

所の調査区を合わせて67基にものぼる、古墳時代後期の円

墳を検出しました。残念なことに果樹園経営による大きな

撹乱を受けており、残りが非常に悪い状態であるものの、

古墳周構内より古い須恵器や紡錘車などが出土し、当地方

における古墳時代後期の古墳群のあり方を考える上で、貴

重な資料を得ることができました。

この報告書が、多くの方々に活用されて郷土の歴史解明

の一助となれば幸いに思います。

最後に、今回の発掘調査にあたりご協力いただきよした

JA倉吉市、地元古川沢の関係者の方々、そして現場作業

や内務整理に従事していただいた方々をはじめ、関係各位

に対し、深く感謝の意を表するものであります。

平成9年3月

倉吉市教育委員会

教育長　足羽一昭
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3．現場での発掘調査は、森下が担当し、岡本・山根が補佐した。遺構の写真撮影は森下が行った。
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式会社に御寄稿いただいたものである。記して謝意を表します。

7．予備調査において検出した資料も本報告書に掲載した。

8．本書の執筆は、調査員が討議し森下が担当した。編集は森下・松田・世浪が担当した。

9．第1図（地形図）は、建設省国土地理院発行の1‥50，000地形図「倉吉」「大山」の一部を複製・加筆した

ものである。第2図は、平成元年修正測量の1：2，500国土基本図　倉吉市平面図を使用した。

10．挿図中の方位は、特に注記を行なわない限り国土座標第Ⅴ座標系の北をさす。
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12．調査によって得られた資料は、倉吉博物館に保管している。



本　　文 目　　次

I　発掘調査に至る経過

Ⅱ　位置と歴史的環境

Ⅲ　調査の概要

竪穴式住居

住居状遺構

掘立柱建物

その他の遺構

Ⅳ　まとめ

Ⅴ　鑑定

1．下張坪遺跡C地区から出土した炭化材の樹種

2．下張坪遺跡56号墳出土人骨

報告書抄録

挿　　図

第1図　倉吉市周辺の地形と遺跡分布図　…………3

第2図　下張坪遺跡調査区位置図　…………………5

第3図　遺構全体図①（A地区）……………………6

第4図　下張坪遺跡全体図A・B・C地区　………7

第5図　下張坪遺跡全体図D・E地区　……………9

第6図　遺構全体図②（A地区）……………………11

第7図　遺構全体図③（A地区）……………………12

第8図　遺構全体図④（A・B地区）…………‥∴13

第9図　遺構全体図⑤（B地区）……………………14

第10図　遺構全体図⑥（C地区）……………………15

第11図　遺構全体図⑦（C地区）……………………16

第12図　遺構全体図⑧（C地区）……………………17

第13図　遺構全体図⑨（C地区）……………………18

第14図　遺構全体図⑬（C地区）……………………19

第15図　遺構全体図⑪（D地区）……………………20

第16図　遺構全体図⑫（D地区）……………………21

第17図　遺構全体図⑬（E地区）……………………22

第18図1号墳平面図

第19図　2号墳平面図

第20図　2号墳1号埋葬施設平面図　………………24

目　　次

第21図　4・5号墳平面図

………………………・1

………………4

第22図　8～10号墳平面図　…………………………27

第23図　9号墳1号埋葬施設平面図　………………28

第24図10号墳2号埋葬施設平面図　………………29

第25図11号墳平面図

第26図11号墳2号埋葬施設平面図　………………31

第27図13号墳平面図

第28図13号墳1号埋葬施設平面図　………………33

第29図14号墳平面図

第30図14号墳1号埋葬施設平面図　………………35

第31図15号墳平面図

第32図16・17号墳平面図　…………………………37

第33図18～20号墳平面図

第34図　24・25・32号填、1号石蓋土墳墓平面図……40

第35図1号石蓋土墳墓平面図　……………………41

第36図　26～29号墳平面図　…………………………42

第37図　30号墳平面図　………………………………43

第38図　34号墳平面図

第39図　35号墳平面図

第40図　36号墳平面図



第41図　37号墳平面図　………………………………47

第42図　38・39・舶・45・48号墳平面図　…………48

第43図　44号墳1号埋葬施設平面図　………………49

第44図　40～43・47・50・51号墳平面図　…………50

第45図　42号墳1号埋葬施設平面図　………………53

第46図　43号墳1号埋葬施設平面図　………………54

第47図　47号墳1号埋葬施設平面図　………………57

第48図　46号墳平面図・・…

第49図　49号墳平面図

第50図1・2号箱式石棺墓平面図　………………59

第51図　3号箱式石棺墓平面図　……………………61

第52図　4号箱式石棺墓平面図　……………………62

第53図　53・54号墳平面図

第54図　55・56号墳遺構図

第55図　55号墳2号埋葬施設平面図　………………65

第56図　56号墳1号埋葬施設遺構図　………………67

第57図　57号墳平面図

第58図　57号墳1号墳埋葬施設平面図　……………70

第59図　58号墳平面図

第60図　59・60号墳平面図

第61図　58号墳1号埋葬施設平面図　………………73

第62図　61・63・64号墳平面図　……………………74

第63図　61号墳1号埋葬施設平面図　………………75

第64図　62号墳平面図

第65図　66号墳平面図

第66図　66号墳1号埋葬施設平面図　……………・l・・80

第67図1号住居平面図

第68図　2号住居平面図

第69図　3号住居平面図

第70図　4号住居平面図

第71図　5号住居平面図

第72図　6号住居平面図

第73図　7号住居平面図

第74図　8号住居平面図

第75図　9号住居平面図

第76図10号住居平面図

第77図11号住居平面図

82

82

84

85

86

87

88

89

第78図1～3号掘立柱建物平面図　………………95

第79図　1号貯蔵穴・1～4号落し穴遺構図　……96

第80図　古墳出土遺物図

第81図　2・5号住居出土遺物図　…………………101

第82図　6号住居・1号土墳出土遺物図　…………102

第83図　古墳新旧図



I　発掘調査に至る経過

平成3年12月、倉吉市農業協同組合（JA倉吉市）より倉吉市古川沢地内における団体営畑地は場整備事業計

画が倉吉市教育委員会に示され埋蔵文化財の有無の問い合わせがあった。計画地は、倉吉市と北側に隣接する北

条町との行政区域堺をなしている丘陵地帯であり、近くには多数の古墳からなる土下古墳群が所在することが知

られていた。このため、市教育委員会が分布踏査を行ったところ、計画地内はほとんど果樹園地となっているも

のの近年に耕作が放棄された果樹園が目立つ状況であったが、丘陵尾根上で古墳を3基と若干の土器片等の遺物

が全域にわたって散布していることが確認された。

踏査後、関係機関と取扱について協議を行ったが踏査では不十分なため、試掘調査を実施し遺跡の範囲及び性

格を把握する必要性があると判断された。このため、倉吉市教育委員会が国・県の補助を受け平成5年10月から

11月にかけ試掘調査を実施したところ、竪穴式住居1棟や古墳の周溝7カ所をはじめ溝・土境などの遺構が発見
註）

され、計画地内の丘陵尾根上を中心に遺跡が広がっていることが明らかとなった。

そこで倉吉市教育委員会は、JA倉吉市・市農村整備課など関係機関と協議し、開発予定地内の内やむをえず

削平される32，000Idを発掘調査することとなった。調査は、面積が広いことなどから平成7年・8年の2カ年に

わたって実施することとし、地形の状況から調査区をA～Eの5地区に設定し、倉吉市教育委員会が主体となっ

て行った。

なお、発掘調査は平成7年度にA地区（7，000Id）とC地区の一部（5，000Id）を対象として、平成7年7月31

日～平成8年3月1日まで実施し、平成8年度はB地区（3，900Id）、C地区の一部（3，800Id）、D地区（10，500

d）、E地区（1，800rd）を対象として、平成8年7月11日～平成9年2月10日まで実施した。

註）根鈴郁雄「古川沢地区（下張坪遺跡）」『倉吉市内遺跡分布調査報告書Ⅷ』　倉吉市教育委員会1994年

II　位置と歴史的環境

下張坪遺跡は、倉吉市街地より3km北方に離れた北条町との境界部、倉吉市古川沢字下張坪・上張坪・女男岩

峰・大塚谷・西平に所在する。そこは、倉吉市街地の北側に横たわる大山（標高197m）から北側に派生し樹枝

状に展開する丘陵地である。丘陵地は、天神川によって形成された沖積平野に突出しており、この沖積平野と日

本海の間には砂丘地帯が広がっている。

下張坪遺跡は、この丘陵地の基部付近、狭い谷を挟んでほぼ南北方向に延びる2本の丘陵尾根とその北側に立

地する独立丘陵に位置する。丘陵の標高は120m前後、水田面からの比高差約110m、尾根上は狭いながらも比較

的ゆるやかな起伏をもって連なるが、斜面部分は急斜面である。この丘陵は倉吉では「沢山」と呼ばれ、北条町

側では「土下山」と呼ばれている一帯で、多くの古墳が存在するところから古くから土下古墳群（85）として知

られている。この土下古墳群は、倉吉市下古川地内に所在する直径40m、高さ約5mの大型円墳の北条大将塚

古墳（土下236号墳）を中核として、約300基の古墳からなる。古墳は、円墳が大部分であるが4基の前方後円墳

と数基の方墳を含み、時期は古墳時代前期から後期にわたるものの大部分が後期の古墳である。平成4年に調査

された土下211号墳では、鹿皮をまとった人物埴輪や壷形埴輪などが出土している。発掘調査を行った下張坪遺

跡は、この古墳群の南端の丘陵基部に位置し、土下古墳群の南端の一支群を構成する。

周辺の遺跡の分布状況を第1図の範囲で見てみると、古墳時代を中心として旧石器時代から奈良・平安時代の

遺跡まで数多くの遺跡が分布している。

－1－



旧石器時代では、明確な遺構は確認されていないが、倉吉市大谷の低湿地を臨む舌状台地に位置する中尾遺跡

（45）からナイフ形石器と削器が、向山丘陵に位置する長谷遺跡（101）からナイフ形石器と木葉形尖頭器が出土

している。

縄文時代の遺跡では、土下山の北側に広がる低湿地に島遺跡（北条町・70）が所在する。縄文時代前期かlら晩

期の多量の土器をはじめ、石器・丸木舟・獣骨などの遺物が出土したはか、県内では数少ない貝塚が検出された。

また近年では、丘陵上に造られた落し穴の検出が著しく、長谷遺跡・中尾遺跡・頭根後谷遺跡など多くの遺跡か

らまとまった数の落し穴が検出されている。

弥生時代の遺跡では、天神川が形成した沖積平野の下流域に長瀬高浜遺跡や松ケ坪遺跡（112）といった前期

の集落が存在するが継続せず、弥生時代中期以降は、倉吉市の西郊に広がる大山が形成した火山灰台地の久米ケ

原丘陵上に多くの遺跡が営まれるようになり、墳墓も丘陵上に造られはじめる。集落跡では遠藤谷峯遺跡

（23）・白市遺跡（24）・中峯遺跡（27）・沢ペソ遺跡（48）・西前遺跡（58）などが知られ、墳墓ではイキス

遺跡（14）・大谷後口谷墳丘墓（28）・三度舞墳丘墓（53）・柴栗古墳群（56）が知られる。

倉吉平野を中心とした古墳の状況は、前期古墳が小鴨川の支流国府川と左岸の向山の東側に多く分布し、後期

になると直径10m前後の円墳からなる古墳群が、向山・四王寺山周辺・上神周辺・大平山周辺などの丘陵を中心

に数多く造られる。向山古墳群（94）・土下古墳群・曲古墳群（64）・上神古墳群（4）などがそれで、200基

前後の中期から後期にかけての円墳を主体としている。調査された古墳群ではイザ原古墳群（50）・小林古墳群

（51）・西山遺跡（10）・クズマ遺跡（12）、そして沢ペソ遺跡がある。また集落の多くは、弥生時代から引き

継がれその多くが久米ケ原丘陵の台地上に営まれる。古墳時代では、新たに宮ノ下遺跡（40）・鄭塚遺跡

（43）・西山遺跡・猫山遺跡（59）といった遺跡が知られ、大山の西側の尾根上に夏谷遺跡（92）が営まれる。

奈良時代では、倉吉市西郊の国府・国分寺地区に伯者国庁（37）・国分寺（38）・国分尼寺（39）が近接し

て設けられ、さらに国府川に沿った不入岡地区には、伯者国の物資収納施設と推定された大型掘立柱建物群を検

出した不入岡遺跡（47）が所在する。

1　瀬戸古墳群

2　島遺跡

3　高鼻2号墳

4　上神古墳群

5　上神45号墳

6　上神44号墳

7　上神48号墳

8　上神51号墳

9　桜木遺跡

10　西山追跡

11谷畑l遺跡

12　クズマ遺跡

13　上神119号墳

14　イキス遺跡

15　取木遺跡

16　一反半田遺跡

17　大山遺跡

18　コザンコウ遺跡

19　道祖神峰遺跡

20　四王寺跡

21古墳群

22　両長谷遺跡

23　遠藤谷峯遺跡

24　白市遺跡

25　大沢前遺跡

26　大道谷遺跡

27　中峯遺跡

乃　大谷後口谷墳丘墓

29　福田寺遺跡

30　岩屋遺跡

31矢戸遺跡

32　砦跡

33　上野遺跡

34　今倉城跡

35　島掛遺跡

36　今倉遺跡

37　伯者同庁跡

38　伯者国分寺跡

39　伯者国分尼寺跡

40　宮ノ下遺跡

41古神宮古墓

42　打塚遺跡

43　掛塚遺跡

舶　国分寺古墳

45　中尾遺跡

46　大谷古墳群

47　不入岡遺跡

48　沢べリ遺跡（2次）
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49　沢べリ遺跡（1次）

50　イザ原古墳群

51小林古墳群

52　大谷大将塚古墳

53　三度舞墳丘墓

餅　屋喜山古墳群

55　屋喜山9号墳

56　柴栗古墳群

57　上神大将塚古墳

58　西前遺跡

59　上神猫山遺跡

60　東狭間古墳

61トドロケ追跡

62　米里銅鐸出土地

63　曲226号墳

糾　曲古墳群

65　曲第1遺跡

66　八幡神社経塚

67　北尾古墳群

68　島古墳群

69　天王山遺跡

70　島遺跡

71北尾遺跡

72　堤屋敷遺跡

73　下神1号墳

74　中浜遺跡

75　茶臼山古墳群

76　茶臼山」要害

77　長州遺跡

78　用露鼻遺跡

79　馬場遺跡

80　殿屋敷遺跡



米

野

第1図　倉吉市周辺の地形と遺跡分布図　　（－こ50′008）

81字ノ塚遺跡

82　茶臼山封号墳

83　天判り旧可床遺跡

糾　徳用沖遺跡

85　上下古墳群

86　上下129号墳

87　上下213号墳

帥　船波遺跡

91米里第2遺跡

92　夏谷遺跡

93　平ル林遺跡

飢　向山古墳群

95　小田銅鐸出土地

96　向山古墳群樋口支群

99　向山6号墳

1∝）三l肝寺大将塚＃墳

101長谷遺跡

102　向山309号墳

103　三明寺古墳

104　上養水遺跡

105　垂水古墳群

88　上下210号墳　　　　97　向山古墳群宮ノ峰支群106　田内城跡

89　米里第1遺跡　　　　98　向山古墳群堤谷支群107　海田古墳群
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108　奥小山古墳群

109　個ヶ平遺跡

110　東LL個1号墳

111弥平林1号墳

112　松ヶ坪遺跡

113　大御堂廃寺

114　山名氏餌跡推定地

115　梅田遺跡

116　打吹城跡

117　高畔ホ墳群

1181四十二丸城跡

119　芸才寺1号墳

120　赤岩山砦跡

121北ノ城城跡

122　市場城跡

123　大畑遺跡

124　山際古墳群

125　下西野追跡



Ⅲ　調査の概要

下張坪遺跡の調査は、面積が広大であることと地形が樹枝状に展開した丘陵地帯であるため、調査の便宜上A

～Eの5つの調査区に設定して実施した。調査区は、狭い谷を挟んだ東側の丘陵尾根をA地区、西側の丘陵をC

地区とした。そして谷の基部に当る丘陵斜面をB地区、A地区の北側に所在する独立丘陵状の尾根をD地区とし

た。さらに小さな谷を挟んでD地区の北側に位置する丘陵をE地区とした。総調査面積は、32，000Idであった。

平成7年度の調査は、A地区7，000Idと、C地区の南側5，000Idについて実施した。調査の結果、A地区では丘陵

尾根に連続した円墳32基を検出し、それに伴う中心主体部などの埋葬施設を25基確認した。これらの古墳は、昭

和20年代の果樹園造成に伴う大きな削平を受け遺存状態が悪く、墳丘を残す古墳は無く、古墳周溝のみの検出で

あった。C地区の南側では、丘陵の東側斜面に10基の円墳を確認した。A地区と同じく、墳丘を残すものは存在

しなかった。しかし、56号墳では中心主体部の箱式石棺墓がほぼ完全な形で残っており、男性人骨と鉄剣1と鉄

嫉5が出土した。また、丘陵の北側にかけて竪穴式住居6棟・土壌4基を検出した。

平成8年度の調査は、B地区3，9001玖C地区北側3，800Id、D地区10，800rd、E地区1，800Idについて実施した。

調査の結果、B地区ではA地区から連続するように続く円墳20基を検出し、それに伴う埋葬施設13基を確認し

た。C地区では平成7年度調査に続くように3基の円墳を検出したはか、竪穴式住居5棟、掘立柱建物3棟など

を検出した。B・C地区とも、A地区と同様に果樹園造成に伴う削平が著しく、埋葬施設を含め遣存状態は悪い。

D地区では、最高所に円墳1基を検出し、E地区では丘陵先端付近に円墳1基を検出した。

下張坪遺跡空中写真（北より）
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第2図　下張坪遺跡調査区位置図
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3号墳

2号墳

第3図　遺構全体図①（A地区）
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6 7号墳

／

享　 王

命

．．
■

・莞

／／／‾、＼＼

至ク ㌢ ／ し上 ろ

15

⊂⊃
⊂⊃U⊃
l＞く

∵

寂

れ テ 瑚

基

E 地 区

L 辞／

車

中

Y－46．1

○　　　　　　　　　　　　　　　 車

4 号住居状遺構

、声

や

主

0
0
0

0　 0

。地 区　　　　　　　　　　　 3 号住居状遺構 ： 4 号落 し穴

0　　　　　 3 号落 し穴

参

姦　 ＿ノ二⊥ 1

／　　　　　 鳥

と

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 50 m

l　　　　　　　　 ．　　　　　　　　 I（I ：用00）

好 ． ／ へ ＼ヽ

／66 号墳　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Y－46．2

吋

尊′
／飴

／毎

．

㊨

軸

十　　　　 ＼　　　　　　　　 ＋
第5図　下張坪遺跡全体図D・E地区
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第6図　遺構全体図②（A地区）
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第7図　遺構全体図③（A地区）

A地区全景（北より）



A地区全景（南より）

第8図　遺構全体図④（A・B地区）





第10図　遺構全体図⑥（C地区）

C地区全景（北東より）



l

第11図　遺構全体図⑦（C地区）
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第12図　遺構全体図⑧（C地区）
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第13図　遺構全体図⑨（C地区） C地区全景（北より）
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C地区全景（南より） 第14図　遺構全体図⑬（C地区）



第15図　遺構全体図⑪（D地区）
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第16図　遺構全体図⑫（D地区）
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D・E地区空中写真（北より）



第18図1号墳平面図

1号墳1号埋葬施設（北西より）

古墳

1号填

墳丘　A地区の最北端、丘陵先端部北斜面の標高115m付近に位置する。調査前には墳丘と思われる顕著な地形

の高まりはなかった。墳丘の規模は、遺存する周溝から直径7m、周溝を含めた直径は東西8．75m・南北8．50m

を測る円墳であった。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0・6～1・3m・深さ0・1m～0．4mで墳丘南側の斜面の高い側を約2／3周する。周溝断面はU字状を呈す

る。周構内の埋葬施設や供献土器の検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部で、箱式石棺墓である。墳丘が大きく削平されており、遺存状態

は悪く石棺掘り方と石棺材の一部を検出した。掘り方は隅丸長方形で、規模は長軸1．96m・短軸（中央部）0．84

mを測る。振り方の主軸はN520Wで、丘陵斜面に平行する。石棺は、両側石の小片が残るだけで大きく撹乱を

受けている。掘り方床面の両小口と両側石部分には、幅0．15～0．25mの石材を埋めるための溝が穿かれている。

副葬品などは出土しなかった。

2号墳

墳丘　A地区の丘陵先端部で、1号頃の南5mの標高116m付近に位置する。大きな削平を受けており、調査前

には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が丘陵尾根をほぼ全

周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直径17．0m、

周満を含めた直径は東西21．1m・南北21．5mを測る。

周満　幅1・4～4・1m・深さ0・1～1．4mで丘陵尾根部を約2／3周する。大きく削平を受けており、西側は削られ

北側は僅かに周溝底部が残る状態である。周構内埋葬施設は南東側で1基検出したが、供献土器は出土しなかっ

た。

1号埋葬施設　周構内で検出した石蓋土墳墓である。主軸は、周溝に平行する。平面形は、やや不整形な楕円形

を呈する。規模は長軸1・30m・短軸1・02m・深さ0．2mを測る。床面は平坦で、一枚石で覆う。枕などの施設はな

く、副葬品も出土しなかっ‘た。
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第20図　2号墳1号埋葬施設平面図

第19図　2号墳平面図

3号墳

墳丘　A地区の丘陵先端部の東側斜面で、2号墳の南東3mの標高115m
l

付近に位置する。大きな削平を受け、さらに東側は斜面によって流失する。

調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表

土を除去すると黒褐色土が丘陵の高い西側を半周し、墳丘の封土を失った

円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直

径13．0m、周溝を含めた直径は南北で21．5mを測る。

周溝　幅1．4m～3．1m・深さ0．2～0．6mで丘陵の高い西側を半周する。南

西側で急激に広がり、深さもやや深くなる。周溝の状況から、周構内埋葬

施設の存在する可能性が考えられるが検出できなかった。供献土器などの

出土遺物も確認できなかった。

4号墳

墳丘　A地区の丘陵尾根中央に立地し、1号墳の南に接する標高116m付

近に位置する。大きな削平を受け墳丘の北東側は削られており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まり

はなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が丘陵尾根の南側1／3周し、墳丘の封土を失った円墳であ

ることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直径13m、周溝を含めた直径18mを測る。主体

部などの埋葬施設は、墳丘が大きく削平されており遺存しなかった。

周溝　幅2．4m～2．7m・深さ0．1～0．3mで墳丘南西側を約1／3周する。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈し、
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3号墳（北西より）
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第21図　4・5号墳平面図

幅の広い周満であったと考えられる。周満内埋葬施設や、供献土器は検出しなかった。

5号墳

墳丘　A地区の丘陵先端部の西側斜面肩部に立地し、4号境の南西に接して位置する。大きな削平を受け、調査

前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土がほぼ全周し、墳

丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の西側が削平されるが、墳丘の規模は遺存する周溝から復元

して直径9．0m、周溝を含めた直径は東西12．1m・南北10．5mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0．7～1．3m・深さ0．1～0．3mで丘陵尾根部を約2／3周する。墳丘東側で4号境の周清を切る。周溝断

面は、ゆるやかなU字状を呈する。周構内には3カ所の底が狭まる部分がある。周溝内埋葬施設は検出されなか

った。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘が大きく削平されており、遺存状況が非常に悪い。

掘り方は、やや隅の丸い長方形を呈し、規模は長軸1．01m・短軸（中央部）0．52mを測る。深さは0．1mと残りが

悪い。掘り方の主軸はN660Wで、丘陵斜面に直交する。掘り方肩部に石材の小片が見られることから、箱式石

棺墓の可能性が考えられる。副葬品などは出土しなかった。

出土遺物　墳丘の南東側に所在する底の狭い部分で転落遺物と考えられる土師器聾が出土した。
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6号墳（北西より）

6号墳

墳丘　A地区の丘陵先端部の東側斜面肩部に立地し、4号墳の南東2m離れた標高116mに位置する。大きな削

平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐

色土がほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の東側1／3は調査区外にかかり、未

調査である。墳丘の規模は周溝から復元して直径12m、周満を含めた直径は16mと考えられる。中心主体部な

どの埋葬施設は、検出できなかった。

周満　幅1．3～2．4m・深さ0．2～0．3mで墳丘をめぐる。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈し、周溝哩土は2層

からなる。周構内埋蔵施設は検出しなかった。

出土遺物　墳丘南西側の周構内より鉄器片が出土するが、器種は不明。

7号墳

墳丘　A地区の丘陵西側斜面肩部に立地し、5号墳の南西12m離れた標高115m付近に位置する。大きな削平を

受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土

がほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘西側の周満肩部は、削平により一部途切れ

る。墳丘の規模は周満から復元して直径7m、周溝を含めた直径は東西8．6m・南北9．15mを測る。中心主体部

などの埋葬施設は、検出できなかった。

周溝　幅0．6～1．1m・深さ0．1～0．3mで墳丘をめぐる。周溝断面は底面が広い緩やかなU字状を呈し、周溝埋土

は2層からなる。周構内埋葬施設は検出しなかった。

8号墳

墳丘　A地区の丘陵尾根中央部に立地し、6号境の南西4m離れた標高115m付近に位置する。大きな削平を受

けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が
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第22図　8～10号墳平面図

斜面の高い北東側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。西側に10号墳が、周溝を削るよう

に位置する。墳丘の規模は周溝から復元して直径7m、周溝を含めた直径8．5mを測る。墳丘中央部で埋葬施設

を1基検出した。

周溝　幅0．6～1．2m・深さ0．1～0．4mで墳丘の北東側の斜面の高い側を半周する。周溝断面は、ゆるやかなU字

状を呈し、周溝埋土は2層からなる。周構内には埋葬施設は検出しなかったが、周溝東側で、埋土中より石材の

出土が見られた。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。遺存状況は悪いが、石材が散乱していたことから箱式石

棺墓と考えられる。掘り方は隅丸長方形を呈し、規模も長軸1．95m・短軸（中央部）1．02mを測る。主師まN

530　Eで、丘陵斜面に平行する。床面はほぼ平坦で、南西側に撹乱穴がある。副葬品などは出土しなかった。

9号墳

墳丘　A地区の丘陵東肩部に立地し、8号境の南2m離れた標高114m付近に位置する。墳丘の東側一部分が調

査区外にかかり、未調査である。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはな

かった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が斜面の高い北東側を半周し、墳丘中央部に撹乱を受けた箱式石

棺墓を検出することによって、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から復元して

直径6m、周溝を含めた直径8．1mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基確認した。

周溝　幅0．5～1．3m・深さ0．1～0．4mで墳丘の北東側の斜面の高い側を3／4周する。周溝断面はゆるやかなU

字状を呈し、周溝埋土は3層からなる。周溝内には埋葬施設は検出しなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳丘が大きく削平されており、遺存状況は

悪い。蓋石はすでになく南側側石の一部も検出できなかった。主軸は東西を向き、石棺規模は内法で長さ1．08

m・幅0．50m・深さ0．22mを測る。石棺掘り方は隅丸長方形を呈し、規模は長軸1．42m・短軸（中央部）0．73m

を測る。掘り方の主軸はN960Wで、丘陵斜面に直交する。床面はほぼ平坦で、砂が敷いてある。北側側石近く
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第23図　9号墳1号埋葬施設平面図

－28－

9号墳周満北西区供献土器

出土状況（東より）

で刀子1が出土した。他の副葬品は出土しな

かった。

出土遺物　周満北西側の埋土中より、土師器

小型丸底壷1、聾2、高坪3・4、塙5が集

中して出土した。供献土器と考えられる。



第24図10号墳2号埋葬施設平面図

10号墳

墳丘　A地区の丘陵尾根中央部に立地し、8号墳の西

側に周満を接して位置する。大きな削平を受けており、

調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなか

った。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が斜面の

高い北東側を3／4周し、墳丘の封土を失った円墳で

あることを確認した。墳丘の規模は周満から復元して

直径7．5m、周溝を含めた直径は9．5mを測る。墳丘中

央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0．6～1．4m・深さ0．1～0．5mで墳丘北東側の

斜面の高い側を3／4周する。周満断面はゆるやかな

U字状を呈し、周溝埋土は3層からなる。埋葬施設は；；

南東側の周構内より箱式石棺墓を1基検出した。

一．・・・

T

IL、．1

カ

ー．

．　．
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0　　　　　　　　　　　50cm

！；　　　　　．：（1こ甜）
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10号墳2号埋葬施設（西より）

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘が大きく削平されており、遺存状況は悪く、石材は

遣存しないもののその掘り方より箱式石棺墓と考えられる。石棺掘り方は、隅丸長方形を呈し、主軸は南北を向

きN180Wで、丘陵斜面に直交する。規模は長軸2．14m・短軸（中央部）0．88m・深さ0．22mを測る。床面はほ

ぼ平坦である。

2号埋葬施設　周溝の南東側に位置する周構内埋葬施設の箱式石棺墓である。この埋葬施設は、周溝の内側の墳

丘を削り込んで造られる。墳丘が大きく削られたため、蓋石などが一部撹乱を受ける。主軸はN680　Eで、周溝

に平行である。石棺規模は内法で長さ0．70m・幅0．23m・深さ0．25mを測る。石棺掘り方は、隅丸長方形を呈し、

規模は長軸1．24m・短軸（中央部）0．73mを測る。床面はほぼ平坦で、箱式石棺墓内からの副葬品は出土しなか

った。
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第25図11号墳平面図

11号墳周満北西区供献土器出土状況

（北東より）
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50cm

第26図11号墳2号埋葬施設平面図

11号墳

墳丘　A地区の丘陵尾根中央部の小さな鞍部に立地し、10号墳の南西側5mの標高115m付近に所在する。大き

な削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると

黒褐色土がほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から復元して直径

7・50m、周溝を含めた直径は南北10・4m・東西10．0mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基確認した。

周満　幅1・0～2・1m・深さ0・1～0・4mで墳丘を全周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は4層

からなる。埋葬施設は東側の周構内より石蓋土墳墓を1基検出した。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により酎Lを受けており、検出面に石材が散

乱する。検出状況から箱式石棺墓と考えられる。石棺掘り方は、隅丸長方形を呈し、主軸はN570Wで、丘陵尾

根に直交する。規模は長軸1・63m・短軸（中央部）0．84m・深さ0．26mを測る。床面はほぼ平坦であるが、床面

からは石材を設置した溝などは確認できなかった。副葬品は出土しなかった。

2号埋葬施設　周溝の東側に位置する周構内埋葬施設の石蓋土墳墓である。周溝に直交するように紗ナられてお

り、蓋石の一部が撹乱を受ける○主軸はほぼ東西を向き、N840Eで、周溝に直交する。蓋石は東側と西側に4

枚の平石が残り、中央部分は遺存していなかった○墓墳規模は長さ1・60m・幅0．37m・深さ0．31mを測る。墓墳
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12号墳（南東より）

13号墳1号埋葬施設（西より）

第27図13号墳平面図

掘り方は隅丸長方形を呈し、床面は東側が広く、板石によるⅤ字状の枕を伴う。石蓋土墳墓内からの副葬品は出

土しなかった。

出土遺物　周溝北側で、周満の外側壁を掘り広げて供献土器が埋設される。土器は、口緑部を欠く土師器聾6で

あった。

12号墳

墳丘　A地区の丘陵尾根中央部の小さな鞍部に立地し、11号墳の南西側2mの標高115m付近に所在する。大き

な削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると

黒褐色土が北西側の斜面の高い側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周満

から復元して直径4．5m、周溝を含めた直径は6．0mを測る。主体部などの埋葬施設は、検出しなかった。

周溝　幅0．5～1．2m・深さ0．1～0．2mで墳丘の北西側を半周する。周満断面は、ゆるやかなU字状を呈し、周溝

埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器は検出しなかった。

13号墳

墳丘　A地区の丘陵尾根中央部の西側斜面肩部に立地し、12号境の北西側3mの標高115m付近に所在する。大

きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去する
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第28図13号墳1号埋葬施設平面図

と黒褐色土が斜面の高い東側を2／3周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝

から復元して直径9・5m、周溝を含めた直径は11．0mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0・6～1・4m・深さ0・1～0・2mで墳丘の東側をほぼ半周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝

埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器の検出はなかった。
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第29図14号墳平面図

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳丘の削平により擬乱を受けており、蓋石

3枚が原形をとどめていた。主軸はN620Wで、丘陵尾根に直交する。石棺規模は、内法で長さ1．81m・幅0．38

m・深さ0．27mを測る。石棺は、両小口にそれぞれ一枚の平石を立て、側石が挟み込むように立てられる。側石

は、両側とも5枚の平石で組まれ、中央部は背後にも平石があてられ二重になる。東側小口には板石4枚を重ね

合わせてV字状に組み合わせた枕があり、頭位は東側である。石棺掘り方は、隅丸長方形を呈し、規模は長軸

2．39m・短軸（中央部）1．04m・深さ0．34mを測る。床面はほぼ平坦であり、両小口と側石部分には石材を固定

する満を穿っている。副葬品は出土しなかった。

14号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵尾根中央部に立地し、13号境の南西側2mの標高115m付近に所在する。大きな削

平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐

色土が丘陵尾根を2／3周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から復元して

直径12．0m、周溝を含めた直径は14．5mを測る。中心主体部と考えられる埋葬施設は検出できなかった。

周満　幅0．7～1．6m・深さ0．1～0．5mで墳丘の南東側をほぼ2／3周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、

周溝埋土は3層からなる。埋葬施設は、南西側の周満がやや広くなる部分で石蓋土墳墓1基を検出した。

1号埋葬施設　南西側の周構内に位置する石蓋土墳墓である。主軸はN142。Eを測り、周溝に平行する。墓墳

規模は、内法で長さ1．43m・幅0．61m・深さ0．39mを測る。墓墳掘り方は、隅丸長方形を呈し、床面は南東側が

広く板石を2枚重ね合わせてV字状に組んだ枕を伴う。石蓋土墳墓からの副葬品は出土しなかったが、南東0．5

m離れた周満底部から紡錘車」1が出土した。1号埋葬施設の供献遺物と考えられる。

紡錘車Jl　滑石製の紡錘車。上円径2．3cm、下円窪4．7cm、厚さは1．4cmを測り、断面形は台形を呈する。

15号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵尾根中央部に立地し、14号墳の南西側2mの標高116m付近に所在する。大きな削

平を受け、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が

尾根の南側を2／3周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。南東と南西の隅がやや角張る。規模

は周満から復元して直径6．5m、周清を含めた直径は9．5mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。
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14号墳1号埋葬施設

蓋石（北西より）

墓墳（北西より）

第30図14号墳1号埋葬施設平面図



第31図15号墳平面図

15号墳1号埋葬施設　蓋石（北西より） 石棺（北西より）

周満　幅0．8～1．6mを測り、深さは北側が0．1mと浅く、南・西側が0．2mで墳丘の南側をほぼ2／3周する。周

溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周満埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器の検出はなかっ

た。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳丘の削平により北西小口部分が撹乱を受

けており、南西側の蓋石4枚が原形をとどめるだけである。主軸はN1250　Eで、丘陵尾根に直交する。石棺規

模は石棺振り方から復元して、内法で長さ1．68m・幅0．41m・深さ0．31mを測る。石棺は、両小口にそれぞれ一

枚の平石を立て、側石が挟み込むように立てられるものと考えられるが、北西側小口と側石の一部が抜き取られ

ている。南東側小口に板石を重ね合わせたⅤ字状の枕の痕跡があり、頭位は南東側である。石棺掘り方は、隅丸

長方形を呈し、規模は長軸2．54m・短軸（中央部）0．97m・深さ0．34mを測る。床面はほぼ平坦であり、両小口

と側石部分には石材を固定する満を穿っている。副葬品は出土しなかった。

16号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵尾根中央部に立地し、15号墳の南西側2mの標高116m付近に所在する。大きな削

平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐

色土が尾根を全周しており、墳丘中央部で石材を確認した。このことによって墳丘の封土を失った円墳であるこ
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とを確認した。周溝の南側が隣接する17号填と重なるものの、

規模は直径7．5m、周溝を含めた直径は東西10．1m・南北10．7

mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周満　幅0．6～1．6mを測り、深さ0．1mで墳丘を全周する。周

満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は2層からなる。

周溝の南側は17号境と重複し、17号墳が16号境を削る。周

構内では埋葬施設は検出されなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓

である。墳丘の削平により北西小口部分が撹乱を受けており、

南側の側石が抜き取られている。主軸は東西を向きN900　E

で、丘陵尾根に直交する。石棺規模は、一部石棺振り方から

復元して、内法で長さ1．63m・幅0．31m・深さ0．24mを測る。

石棺は両小口にそれぞれ一枚の平石を立て、側石が挟み込む

ように立てられるものと考えられる。東側小口には板石を重

ね合わせたⅤ字状の枕の痕跡があり、頭位は東側であった。

石棺掘り方は、隅丸長方形を呈し、規模は長軸1．90m・短軸

（中央部）0．．66m・深さ0．31mを測る。床面はほぼ平坦であ

り、両小口と側石部分には石材を固定する溝を穿っている。

副葬品は出土しなかった。 第32図16・17号墳平面図

出土遺物　墳丘西側の周溝底より転落遺物と考えられる土師器聾が出土した。

17号填

墳丘　A地区中央付近の丘陵尾根中央部に立地し、16号墳の南側に接した標高116m付近に所在する。大きな削

平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると累褐

色土が尾根を全周しており、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の北側が隣接する16号墳と重

なり、南側は18号境と周溝が接する。墳丘の規模は直径8．8m、周溝を含めた直径は東西12．2m・南北11．7mを測る。
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中心主体部などの埋葬施設は確認できなかった。

周溝　幅1．0～2．0mを測り、深さ0．2～0．4mで

墳丘を全周する。周溝断面は、ゆるやかなU字

状を呈し、周溝埋土は3層からなる。周溝の南

側は16号墳と重複し、17号墳が16号境を削る。

周構内では、埋葬施設や供献土器などはなかっ

た。周構内の北東側では、やや周溝の深さが浅

くなり、陸橋状に残る。

第33図18～20号墳平面図

18号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵尾根中央部に立地し、17号墳の南側に接し、東側は19号墳の周溝によって一部削

られる。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土

を除去すると黒褐色土が尾根を全周しており、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘はやや不整

形な円形を呈し、規模は東西7．7m・南北8．5m、周溝を含めた直径は東西10．1m・南北11．0mを測る。墳丘中央

部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0．8～1．6mを測り、深さ0．1m前後で墳丘を全周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は

2層からなる。周溝の東側は19号墳と重複し、19号墳が18号墳を削る。周構内では、埋葬施設や供献土器の検

出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央よりやや南東側に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削平され

る。主軸はほぼ東西を向きN840Wで、丘陵尾根に直交する。墓墳規模は、内法で長さ2．21m・幅0．85m・深さ

0．12mを測る。石材が散乱していることから、箱式石棺墓の可能性が高い。

19号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵東側斜面に立地し、18号境の東側に接する。大きな削平を受けており、調査前には

墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を除去すると黒褐色土が斜面の高い西側を半周

し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘は東側が斜面により流失しており、規模は周溝から復

元して直径5．5m、周溝を含めた直径は7．0mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0．8～1．3mを測り、深さ0．1m前後で墳丘の西側を半周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝

の西側は18号墳と重複し、19号墳が18号境を削る。周構内では、埋葬施設や供献土器の検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削平される。主軸はN

670Wで、丘陵斜面に直交する。墓墳規模は、内法で長さ1．81m・幅0．64m・深さ0．12mを測る。墓墳検出面よ

り石材の散乱を確認しており、箱式石棺墓の可能性が高い。副葬品の出土はなかった。
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20号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵西側斜面に立地し、18号墳の南西側1mの標高115m付近に所在する。大きな削平

を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を除去すると黒褐色

土が斜面を全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から復元して直径6．0m、

周溝を含めた直径は東西7．3m・南北8．1mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0．7～0．9mを測り、深さ0．1m前後で墳丘を全周する。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。周構内

では、埋葬施設は検出できなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削平される。主軸はほぼ

東西を向きN800Wで、丘陵尾根に直交する。墓墳規模は、内法で長さ2．05m・幅0．85m・深さ0．20mを測る。

墓墳検出面よりわずかな石材の散乱を確認しており、箱式石棺墓の可能性が高い。副葬品の出土はなかった。

出土遺物　墳丘北側の周構内より転落遺物と考えられる土師器襲口緑部片が出土した。

21号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵東側斜面に立地し、19号墳の南側2mの標高115m付近に所在する。大きな削平を

受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を除去すると黒褐色土

が斜面を全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から直径8．5m、周溝を含

めた直径は東西10．3m・南北10．5mを測る。中心主体部などの埋葬施設は確認できなかった。

周溝　幅0．8～1．3mを測り、深さ0．1～0．3m前後で墳丘を全周する。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。

周構内では、埋葬施設や供献土器などの遺物は検出しなかった。

22号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵西側斜面に立地し、20号墳の南側6mの標高115m付近に所在する。大きな削平を

受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を除去すると黒褐色土

が斜面を全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は直径7．3m、周溝を含めた直径

は東西9．2m・南北9．3mを測る。中心主体部などの埋葬施設は確認できなかった。

周溝　幅0．7～1．2mを測り、深さ0．1～0．2m前後で墳丘を全周する。墳丘を含め大きく削られており、周溝の深

さは非常に浅い。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。周構内では、埋葬施設や供献土器などの遺物は検出

しなかった。

23号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵西側斜面に立地し、22号墳の南西側1mの標高115m付近に所在する。大きな削平

を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を除去すると黒褐色

土が斜面の高い東側を3／4周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から復元

して直径6．4m、周溝を含めた直径は東西8．1m・南北7．4mを測る。中心主体部などの埋葬施設は確認できなかっ

た。

周溝　幅0．4m～0．8mを測り、深さ0．1m前後で墳丘の南東側を3／4周する。墳丘を含め大きく削られており、

周溝の深さは非常に浅い。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。周構内では、埋葬施設や供献土器などの遺

物は検出しなかった。
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24号墳

墳丘　A地区中央付近の丘陵東側斜面に立地

し、22号墳の東側1mの標高115m付近に所

在する。大きな削平を受けており、調査前に

は墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなか

った。約0．3mの表土を除去すると黒褐色土

が斜面を全周し、墳丘の封土を失った円墳で

あることを確認した。墳丘の規模は直径9．5

m、周満を含めた直径は東西12．4m・南北

12．0mを測る。中心主体部などの埋葬施設は

確認できなかった。

周満　幅1．4～2．1mを測り、深さ0．2m前後で

墳丘を全周する。墳丘南側で32号墳と周溝が

重なる。墳丘を含め大きく削られており、周

満の深さは非常に浅い。周溝断面は、ゆるや

かなU字状を呈する。周構内では、埋葬施設

や供献土器などの遺物は検出しなかった。周

満断面の観察により、24号境が32号墳で切ら

れる。

5m

第34図　24・25・32号填、1号石蓋土墳墓平面図

32号墳周溝南西区供献土器出土状況（西より）
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25号墳

墳丘　A地区南側の丘陵尾根中央に立地し、32号墳の南側2mの

標高117m付近に所在する。大きな削平を受けており、調査前に

は墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表

土を除去すると黒褐色土が尾根の南西側を半周し、墳丘の封土を

失った円墳であることを確認した。墳丘は32号墳の南側周溝より、

高い位置で検出しており、本来は32号墳を削り、25号墳が造られ

たものと考えられる。墳丘の規模は周溝から復元して直径6．0m、

周溝を含めた直径は7．6mを測る。墳丘中央部に埋葬施設を1基

確認した。

周溝　幅1．0～1．3mを測り、深さ0．1m前後で墳丘南西側を半周す

る。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。周構内では、埋葬

施設は検出できなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削

平により大きく上面が削平される。主軸はN240Wで、丘陵尾根

に平行する。墓墳規模は、内法で長さ1．72m・幅0．55m・深さ

0．34mを測る。墓境内より側石と思われる石材が数点存在してお

り、箱式石棺墓の可能性が高い。副葬品の出土はなかった。

出土遺物　墳丘南西の周構内より土師器小型壷7と高塀が出土し

た。

32号墳

墳丘　A地区中央部の丘陵東側斜面に立地し、24号墳と25号墳に

挟まれた標高116m付近に所在する。大きな削平を受けており、

調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約

第35図　1号石蓋土墳墓平面図

0．3mの表土を除去すると黒褐色土が丘陵尾根をほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。

墳丘の規模は直径11．5m、周溝を含めた直径は東西15．1m・南北14．1mを測る。中心主体部などの埋葬施設は検

出しなかった。

周溝　幅1．1～2．2mを測り、深さ0．3～0．5m前後で墳丘を全周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝

埋土は3層からなる。南北に位置する24号墳と25号境との重複関係は、24号墳を32号墳が切り、32号境を25号

境が切ると判断できる。

出土遺物　周溝は、墳丘西側で広くなり、この部分に供献土器と考えられる土師器直口壷1、高塀7、須恵器

旛1（10）が出土した。

1号石蓋土墳墓　32号墳の南西側1mの周溝肩部付近に位置する石蓋土墳墓。土墳墓の東側は、大きな削平を

受けており、西側の蓋石3枚が原形をとどめるだけであった。主軸はN860Wで、丘陵斜面に平行する。墓墳規

模は、長さ2．32m・幅0．98m・深さ0．51mを測る。床面はほぼ平坦で、東側が広い。副葬品は出土しなかった。
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l

第36図　26～29号墳平面図

26号墳

墳丘　A地区南西側の丘陵尾根中央に立地し、25号墳の南側1mの標高118m付近に所在する。大きな削平を受
‾‾‾ヽ

けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が

尾根の南西側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から直径9．0m、周

溝を含めた直径は東西12．4m・南北11．5mを測る。墳丘の西側周溝が撹乱を受けており、やや不整形な円墳であ

る。中心主体部などの埋葬施設は検出しなかった。

周溝　幅0．9m～1．5mを測り、深さ0．1～0．2m前後で墳丘を全周する。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。

周溝は、南西側で28号境と南東側で27号境と重なる。重複関係は、26号境が28号境によって削られ、26号境が

27号墳に削られる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの遺物は確認しなかった。

27号墳

墳丘　A地区南側の丘陵斜面に立地し、26号墳の南東側に接する標高118m付近に所在する。大きな削平を受け

ており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が斜

面の高い北西側を半周し、，墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から復元して直径

7．5m、周溝を含めた直径は東西9．4m・南北9．5mを測る。墳丘中央部に埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0．6～1．3mを測り、深さ0．1m前後で墳丘北西側を半周する。周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。

周構内では、埋葬施設は検出できなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削平される。主軸はN

700　Eで丘陵斜面に平行する。墓墳規模は、内法で長さ1．66m・幅0．60m・深さ0．42mを測る。墓境内より側石

と思われる石材の確認と墓墳床面に石材を固定する溝を確認したことによって箱式石棺墓の可能性が高い。副葬
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品の出土はなかった。

出土遺物　墳丘北西の周溝内より土師器襲片が一括で出土し

た。

28号墳

墳丘　A地区南側の丘陵尾根中央部に立地し、26号墳の南西

側に接する標高118m付近に所在する。大きな削平を受けて

おり、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなか

った。約0．2mの表土を除去すると黒褐色土が丘陵尾根を全

周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘

の規模は直径8．5m、周溝を含めた直径は東西10．5m・南北

10．2mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅1．0～1．3mを測り、深さ0．1m前後で墳丘を全周する。

周溝断面は、ゆるやかなU字状を呈する。周溝は北東側で26

号墳と、西側で29号墳と重複する。周構内では、埋葬施設は
第37図　30号墳平面図

検出できなかったが、墳丘北東の周構内より平石片が集中して出土した。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削平される。主軸はN

560Wで丘陵尾根に直交する。墓墳規模は、内法で長さ2．45m・幅0．92m・深さ0．15mを測るが、石材が集中す

る溝状の内側は長さ1．45m・幅0．56m・深さ0．18mを測る。墓墳内より側石と思われる石材の確認と墓墳床面に

石材を固定する溝を確認したことによって、箱式石棺墓の可能性が高い。副葬品の出土はなかった。

29号墳

墳丘　A地区南側の丘陵西側斜面に立地し、28号墳の西側に接する標高119m付近に所在する。大きな削平を受

けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を除去すると黒褐色土が

斜面の高い東側を3／4周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は周溝から復元して

直径9．0m、周溝を含めた直径12．0mを測る。墳丘中央部で埋葬施設1基を検出した。

周溝　幅1．3～2．0mを測り、深さ0．3m前後で墳丘の東側を3／4周し、西側は斜面により流出する。周溝断面は

ゆるやかなU字状を呈する。東側で28号墳の周溝と重複し、29号墳が28号墳周溝を削る。周構内では、埋葬施

設や供献土器などの遺物は検出できなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央部に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削平されており、遺存

状況は非常に悪い。主軸はN580Wで、丘陵斜面に直交する。墓墳規模は、内法で2．42m・幅0．92m・深さ0．15

mを測る。墓墳検出面で、わずかな石材の確認があり、箱式石棺墓の可能性が高い。副葬品は出土しなかった。

30号墳

墳丘　A地区南側の丘陵尾根中央部に立地し、28号墳の南西側7mの標高120m付近に所在する。大きな削平を

受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を除去すると黒褐色土

が丘陵尾根を全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は直径11．0m、周溝を含めた

直径は東西13．8m・南北14．2mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅1．0～2．0mを測り、深さ0．3m前後で墳丘を全周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は

3層からなる。周構内で、石材の集中部分を確認したが埋葬施設の検出はなかった。
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30号墳周清北西区供献土器出土状況（北より）

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削平されており、遺存状

況は非常に悪い。主軸はN38O wで、丘陵尾根に直交する。墓墳規模は、内法で2．12m・幅0．82m・深さ0．25m

を測る。墓横の検出面で、わずかな石材の確認があり、床面では石材を固定する溝を確認したことにより、箱式

石棺墓の可能性が高い。副葬品は出土しなかった。

出土遺物　墳丘西側では周構内より、供献土器須恵器嚢8が出土した。

31号墳

墳丘　A地区南側、B地区と接する丘陵東側斜面に立地し、30号境の南西側に17m離れた標高117m付近に所在

する。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの表土を

除去すると黒褐色土が斜面の高い東側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は

周満から復元して直径約6．0m、周満を含めた直径約7．0mを測る。中心主体部などの埋葬施設は検出しなかっ

た。

周満　幅0．6～1．2mを測り、深さ0．3m前後で墳丘の北西側を半周する。周満は、西側隅がやや角張るものの周溝

断面はゆるやかなU字状を呈する。周構内では、埋葬施設や供献土器などの遺物は検出できなかった。

33号填

墳丘　B地区の最北端、A地区と境を接する部分の丘陵尾根に立地し、31号境の南西側5mの標高117m付近に

所在する。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除

去すると黒褐色土が尾根を全周しており、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘はやや不整形な

円形を呈し、規模は東西10．4m・南北9．8m、周満を含めた直径は東西13．0m・南北12．0mを測る。中心主体部な

どの埋葬施設は検出できなかった。

周溝　幅は0・8～1．3m・深さ0．3～0．4mで墳丘を全周する。周満断面はU字状を呈し、周満埋土は3層からなる。

周満内の埋葬施設や供献土器などの遺物の検出はなかった。

：弘号墳

墳丘　B地区の北東側の丘陵尾根に立地し、33号境の南西側7mの標高117m付近に所在する。墳丘の南西側約

1／3が掘削による大きな穴で撹乱を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。

浅い表土を除去すると黒褐色土が尾根北東側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘は
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やや不整形な円形を呈し、規模は周溝から復元して直径9．5m、

周溝を含めた直径は11．0mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基

検出した。

周溝　幅0．9～1．7m・深さ0．1～0．5mで墳丘の北側を半周する。

周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は3層からなる。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削

平や、大きな穴の掘削により西側が削平される。主軸はN67。W

で、丘陵斜面に直交する。墓墳規模は、遺存部分の内法で長さ

1．15m・幅0．62m・深さ0．1mを測る。東側小口と側石の石材の基

底部分を確認したことから、箱式石棺墓の可能性が高い。副葬品

の出土はなかった。

出土遺物　墳丘北側の周溝底部より、供献土器と考えられる土師器の高坪5（11）が、板石片と一括で出土した。

35号墳

墳丘　B地区の北に延びる丘陵の尾根中央に立地し、34号墳の西側7mの標高119m付近に所在する。大きな削

平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると

黒褐色土が尾根を全周しており、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘はやや不整形な円形を呈

し、規模は東西9．8m・南北10．1m、周満を含めた直径は東西12．8m・南北13．1mを測る。中心主体部などの埋葬

施設は確認できなかった。

周溝　幅0．9～2．1m・深さ0．2～1．0mで墳丘を全周する。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、斜面の高い南西

側は深く掘り下げられ、周満埋土は5層からなる。周構内埋葬施設は検出しなかった。

出土遺物　墳丘南西側の周満底部から供献されたと考えられる須恵器1旛（13）・坪身（12）、土師器塙2

（14・15）が出土した。
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第39図　35号墳平面図
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第40図　36号墳平面図

35号墳周満西区

供献土器出土

状況（北より）

36号墳

墳丘　B地区の北東側に延びる丘陵尾根に立地し、35号墳の南西側2mの標高120m付近に所在する。大きな

削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去する

と黒褐色土が尾根の高い南西側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の北東側は流失

し、規模は周溝から復元して直径8．0m、周溝を含めた直径は9．5mを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出し

た。

周溝　幅0．6～1．6m・深さ0．1～0．5mで墳丘の南西側を半周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋

土は3層からなる。周構内からは埋葬施設や、供献土器と考えられる遺物は検出されなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により上面が大きく削られ、埋葬施設の南西

側が遺存する。主軸はN500　Eで、丘陵尾根に平行する。墓墳規模は、遺存部分の内法で長さ1．41m・幅0．52

m・深さ0．21mを測る。北側の側石基底部石材が遺存していたことから、箱式石棺墓であった。副葬品の出土は

なかった。
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37号填

墳丘　B地区の北東側に延びる丘陵尾根に立地し、36号境の西側2mの標高

121m付近に所在する。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる

顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐色土が

尾根の高い西側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳

丘の東側は流失し、規模は周満から復元して、直径7．5m、周溝を含めた直径

は9・Omを測る。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0・6～1．2m・深さ0．1～0．2mで墳丘の西側を半周する。周満断面はゆ

るやかなU字状を呈し、周満埋土は2層からなる。周構内からは埋葬施設や、

供献土器と考えられる遺物は検出されなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳丘の削

平により上面が大きく削られているため、蓋石がすべて失われ、遺存する側石

も細かく破砕される。主軸はNl160Eで、丘陵尾根に平行する。石棺規模は、

内法で長さ1．64m・幅0．36m・深さ0．36mを測る。石棺は、両側にそれぞれ3

枚の板石を立て、東西の両小口石で挟むものである。東小口には板石2枚によ

るⅤ字状に組んだ枕があり、頭位は東側であった。石棺掘り方は、隅丸長方形

で、規模は長軸1．94m・短軸（中央部）0．78m・深さ0．38mを測る。床面は平

坦で、壁際には石材を固定する満を穿っている。副葬品は出土しなかった。

38号填

墳丘　B地区の北東側に延びる丘陵尾根に立地し、37号墳の南西側3mの標高

122m付近に所在する。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる

顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐色土が

尾根を全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、

東西9・5m・南北8・6m、周溝を含めた直径は東西11．7m・南北11．1mを測る。中

心主体部などの埋葬施設は検出しなかった。

周溝　幅1・0～2．1m・深さ0．1～0．4mで墳丘を全周する。周溝の北西で45号墳

と接し、周溝東側では48号填、周満南西側では39号墳と接する。周溝断面はゆ

るやかなU字状を呈し、周満埋土は3層からなる。周構内からは埋葬施設や、

供献土器と考えられる遺物は検出されなかった。隣接する3基の古墳との関係

は、45号境と48号境が38号墳を切り、38号墳が39号境を切る。

39号墳

墳丘　B地区の北東側に延びる丘陵尾根に立地し、38号墳の南西側に接する標

高123m付近に所在する。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われ

る顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐色土

が尾根をほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の

規模は、東西9・2m・南北7．8m、周溝を含めた直径は東西12．4m、南北11．3m

疇診
1号埋葬施設
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第41図　37号墳平面図

を測り、やや楕円形を呈す。中心主体部などの埋葬施設は検出しなかった。

37号墳1号埋葬施設（西より）
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第42図　38・39・44・45・48号墳平面図

周溝　幅1．1～2．1m・深さ0．1～0．2mで墳丘を全周する。周溝の北東で38号墳と接する。周溝断面はゆるやかな

U字状を呈し、周溝埋土は3層からなる。墳丘北側の周溝底部から小型の箱式石棺墓を検出した。38号墳との関

係は、38号墳が39号墳を切る。

1号埋葬施設　周構内埋葬施設の箱式石棺墓である。墳丘の北側周溝底部に位置し、検出した時点では、蓋石は

すでに失われていた。石棺規模は、内法で長さ0．79m・幅0．38m・深さ0．29mを測る。石棺は、側石が小口石を

挟むものであるが、東側の小口石と北側の側石は抜き取られている。石棺掘り方は、隅丸長方形で、規模は長軸

1．08m・短軸（中央部）0．58m・深さ0．30mを測る。副葬品は出土しなかった。

44号墳

墳丘　B地区の北側斜面に立地し、39号墳の北側1m離れた標高112m付近に所在する。大きな削平を受けてお

り、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐色土が斜

面の高い南側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元

して直径5．0mで、周溝を含めた直径は6．0mを測る。中心主体部は、古墳の立地から墳丘中央よりやや南側の斜

面の高い側で検出した。

周溝　幅0．6～0．8m・深さ0．1～0．3mで墳丘の南側が角張った逆L字状で半周する。周溝断面はゆるやかなU字

状を呈し、周溝埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘の中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳丘の削平により、検出時点ですでに蓋

石を失っており、側石の検出により確認した。主軸はN660　Eで丘陵斜面に平行する。石棺規模は、内法で長さ

1．71m・幅0．39m・深さ0．29mを測る。東側小口に平石2枚をⅤ字状に組んだ枕が存在しており、頭位は東側で

ある。石棺は、両小口に1枚の平石を立て、側石が挟み込むように組む。側石は南北とも3枚の平石からなる。
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44号墳1号埋葬施設（西より）　第43図　44号墳1号埋葬施設平面図

石棺掘り方は、隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．24m・短軸（中央部）1．01m・深さ0．36mを測り、一部2段掘

りの真横を呈する。床面は平坦で、両小口と両側壁には、石材を固定する満が穿っている。副葬品は出土しなか

った。

45号填

墳丘　B地区の北側斜面に立地し、38号境の北西側に接する標高121m付近に所在する。大きな削平を受けてお

り、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐色土が斜

面の高い南側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周満から復元

して直径4・5mで、周満を含めた直径は5．0mを測る。中心主体部は、古墳の立地から墳丘中央よりやや南側の斜

面の高い側で検出した。

周溝　幅0・6～1・2m・深さ0．1～0．3mで墳丘の南側を半周する。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土

は2層からなる。周溝内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘の中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削られる。主軸はN

650Eで丘陵斜面に平行する。墓墳規模は、内法で長さ1．61m・幅0．39m・深さ0．29mを測る。墓墳検出面より

石材の散乱を確認しており、箱式石棺墓の可能性が高い。副葬品は出土しなかった。

48号填

墳丘　B地区の東側斜面に立地し、38号墳の東側に接し、北側で37号境に接する標高121m付近に所在する。大

きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去

すると黒褐色土が斜面の高い西側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺

－49－



第44図　40～43・47・50・51号墳平面図

存する周溝から復元して直径約7．0mで、周溝を含めた直径は約8．0mを測る。中心主体部などの埋葬施設は検出

しなかった。

周溝　幅1．0～1．6m・深さ0．1～0．3mで墳丘の西側を半周する。周溝の北側部分は斜面により一部流出しており

周溝肩部が不明確。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供

献土器などの検出はなかった。38号境との重複関係は、38号墳を48号墳が切っている。
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40号墳1号埋葬施設（南東より）

40号墳2号埋葬施設（南西より）

40号墳

墳丘　B地区の北東側に延びる丘陵の最高部付近の尾根に立地し、39号墳の西側3mの標高124m付近に所在す

る。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土

を除去すると黒褐色土が尾根をほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、東

西11・4m・南北12・Omで、周溝を含めた直径は東西14．6m・南北15．1mを測る。墳丘の北で43号墳と接し、墳丘

の南東側で41号墳・南西側で51号墳と接する。墳丘のやや南側で2基の埋葬施設を検出した。

周満　幅1・1～1・8m・深さ0・1～0・3mで墳丘を全周する。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は3層

からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。また重複する古墳との関係は、41号墳・

43号墳・51号墳の3基の古墳は、いずれも40号墳を切っている。

1号埋葬施設　墳丘の南西に位置する箱式石棺墓である。墳丘が大きく削られており、検出した時点には、大部

分が撹乱を受け遺存状態が悪い。主軸はN156。Eで斜面に直交する。墓墳規模は、内法で長さ1．53m・幅0．41

m・深さ0・26mを測る。南側床面に平石が残り、石枕と考えられるところから、頭位は南側である。石棺振り方

は、隅丸長方形で、規模は長軸1・78m・短軸（中央部）0．48m・深さ0．26mを測る。副葬品は出土しなかった。

2号埋葬施設　墳丘の南東に位置する石蓋土墳墓である。墳丘が大きく削られており、検出した時点では、大部

分が撹乱を受け遺存状態が悪い。主軸はN330Eで斜面に直交する。墓墳規模は、内法で長さ1．64m・幅0．58

m・深さ0・35mを測る。北側小口部分には板石3枚を組み合わせたⅤ字状の枕があり、頭位は北側である。副葬

品は出土しなかった。
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41号墳1号埋葬施設

（南西より）

41号墳

墳丘　B地区の丘陵最高部の東側斜面肩部に立地し、40号墳の南東側に接する標高124m付近に所在する。大き

な削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去す

ると黒褐色土が尾根をほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、東西7．3

m・南北6．7mで、周溝を含めた直径は東西9．6m・南北8．6mを測る。墳丘の北西で40号墳と接し、墳丘の東側

で42号墳と接する。中心主体部などの埋葬施設は検出しなかった。

周満　幅0．9～1．5m・深さ0．1～0．2mで墳丘を全周する。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は3層

からなる。墳丘北西側の周溝底部から小型の石蓋土墳墓1基を検出した。供献土器は出土しなかった。また重複

する古墳との関係は、40号墳を41号墳が切り、41号墳を42号墳が切っている。

1号埋葬施設　周満内埋葬施設で小型の石蓋土塀墓である。主軸はN580　Eで、周溝にほぼ平行である。墓墳規

模は、内法で長さ0．74m・幅0．24m・深さ0．26mを測る。北側床面に平石をⅤ字状に組んだ枕が存在し、頭位は

北側である。蓋石は1枚で、周辺を小さな平石が埋める。副葬品は出土しなかった。

42号墳

墳丘　B地区の丘陵最高部の東側斜面に立地し、41号墳の東側に接する標高123m付近に所在する。大きな削平

を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．．3mの浅い表土を除去すると黒

褐色土が斜面の高い西側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周

満から復元して直径9．5mで、周満を含めた直径は10．6mを測る。墳丘の西側で41号墳と接し、墳丘の南東側で

47号境と接する。墳丘中央部で埋葬施設を1基検出した。

周溝　幅0．4～1．1m・深さ0．1～0．3mで墳丘の西側を半周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土

は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。重複する古墳との関係は、41号墳を

42号墳が切り、42号頃を47号墳が切っている。

1号埋葬施設　墳丘の中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳丘の削平によって大きな撹乱を受けて

おり、石棺の蓋石は検出時にはすでになく遺存状態が悪い。主軸はN870　Eで斜面に直交する。石棺規模は、内

法で長さ1．76m・幅0．38m・深さ0．22mを測る。東側床面に平石2枚をⅤ字状に組んだ枕が存在しており、頭位

は東側である。石棺掘り方は、東側が撹乱を受けるものの隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．25m・短軸（中央部）

0．72m・深さ0．26mを測る。副葬品は出土しなかったが、石棺掘り方より鉄片の出土があった。
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42号墳1号埋葬施設（西より） 第45図　42号墳1号埋葬施設平面図

43号填

墳丘　B地区の丘陵最高部の北側斜面に立地し、40号墳の北側に接する標高122m付近に所在する。大きな削平

を受けており謝査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐

色土が斜面の高い南側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝

から復元して直径4．5mで、周溝を含めた直径は6．0mを測る。墳丘の南側は40号境と接し、東側は50号墳と接す

る。中心主体部は、古墳の立地から墳丘中央部より斜面の高い南側で検出した。

周溝　幅0．6～0．9m・深さ0．1～0．3mで墳丘の南側が角張った逆L字状で半周する。周満断面はゆるやかなU字

状を呈し、周満埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。重複する古墳と

の関係は、40号墳を43号境が切っている。

1号埋葬施設　墳丘の中央に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳丘の削平により、蓋石が南側にずれて

いるが、比較的残りは良い。主軸はN780　Eで丘陵斜面に平行する。石棺規模は、内法で長さ1．56m・幅0．39

m・深さ0．35mを測る。東側小口に平石3枚をⅤ字状に組んだ枕が存在しており、頭位は東側である。石棺は、

蓋石に2枚の大型の平石を用い、両小口に1枚の平石を立て側石が挟み込むように組む。石棺掘り方は、隅丸長

方形を呈し、規模は長軸1．91m・短軸（中央部）0．65m・深さ0．36mを測る。床面は平坦で、両小口と両側壁沿

いには、石材を固定する溝が穿っている。副葬品は出土しなかった。
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第46図　43号墳1号埋葬施設平面図

43号墳1号埋葬施設（西より）

47号墳

墳丘　B地区の東側斜面に立地し、42号墳の南東側に

接する標高122m付近に所在する。大きな削平を受け

ており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高ま

りはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐

色土が斜面の高い西側を半周し、墳丘の封土を失った

円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する

周満から復元して直径約7．0mで、周溝を含めた直径

は約8．0mを測る。中心主体部は、古墳の立地から墳

丘中央よりやや西側の斜面の高い側で検出した。

周溝　幅0．6～1．3m・深さ0．2～0．7mで墳丘の西側を

半周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周満

埋土は4層からなる。周満内では、埋葬施設や供献土

器などの検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘の中央に位置する中心主体部の箱

式石棺墓である。墳丘の削平により大きく上面が削ら
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47号墳（西より）

れており、検出時点では大部分の蓋石が失われていた。主鰍ま

N80　Eで丘陵斜面に平行する。石棺規模は、内法で長さ1．74

m・幅0．46m・深さ0．39mを測る。南側小口に平石3枚をⅤ字

状に組んだ枕が存在しており、頭位は南側である。石棺は、両

小口に1枚の平石を立て、側石が挟み込むように組んでおり、

側石は南北とも3枚の平石からなる。石棺掘り方は、やや不整

形な隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．21m・短軸（中央部）

0．81m・深さ0．40mを測る。斜面の高い西から北にかけては一

部2段掘りの墓境を呈する。床面は平坦で、両小口と両側沿い

には、石材を固定する溝が穿っている。副葬品として棺底の西

側側石より鉄剣Flが出土した。

出土遺物　周満北側より鉄鍍F3・4が出土した。

50号墳

（1：2）

墳丘　B地区の北側斜面に立地し、40号墳の北側2mで43号墳の北東隅の周溝が接する標高122m付近に所在す

る。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。約0．3mの浅い表土

を除去すると黒褐色土が斜面の高い南側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模

は、遺存する周満から復元して直径約4．0mで、周満を含めた直径は約5．0mを測る。墳丘中央部に大きな撹乱穴

があり、主体部などの埋葬施設は検出しなかった。

周溝　幅0・5～0・7m・深さ0．1～0．3mで墳丘の南側を1／4周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周満

埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。

51号墳

墳丘　B地区の丘陵最高部付近の北側斜面に立地し、40号境の南西側と接する標高124m付近に所在する。墳丘

の南側の一部は調査区外にかかる。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりは

なかった。約0・2mの浅い表土を除去すると黒褐色土が斜面をほぼ全周し、墳丘の封土を失った円墳であること

を確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直径約5．0mで、周溝を含めた直径は約7．0mを測る。埋

－55－



47号墳1号埋葬施設蓋石（北より）

石棺（北より）

葬施設は検出しなかった。

周満　幅0．4～1．2m・深さ0．1～0．2mで墳丘を全周する。周溝断面はゆるやかなU字

状を呈し、周溝埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出は

なかった。周満北東側で40号墳と重複し、40号境を51号境が切る。

46号墳

墳丘　B地区の北側斜面に立地し、38号墳の北側6mの標高120m付近に所在する。

大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。

約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐色土が斜面の高い南側を半周し、墳丘の封土を

失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周満から復元して直径約

6．0mで、周清を含めた直径は約7．0mを測る。中心主体部は、古墳の立地から墳丘中

央よりやや南側の斜面の高い側で検出した。
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第47図　47号墳1号埋葬施設平面図

周溝　幅1．0～1．2m・深さ0．1～0．3mで墳丘の南側を半周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土

は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘の中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削られる。主軸はN

9lO Eで丘陵斜面に平行する。墓墳規模は、内法で長さ1．91m・幅0．59m・深さ0．38mを測る。墓墳検出面より
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第48図　46号墳平面図

46号墳1号埋葬施設（西より）

1号埋葬施設
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第49図　49号墳平面図

49号墳（南より）

石材の散乱と、墓墳底部の両小口と側石の石材の遺存状況から、箱式石棺墓と考えられる。副葬品は出土しなか

った。

49号墳

墳丘　B地区の北側斜面に立地し、46号墳の北西側4mの標高118m付近に所在する。大きな削平を受けており、

調査前には墳丘と思われる顕著な高まりはなかった。約0．3mの浅い表土を除去すると黒褐色土が斜面の高い南

側を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直径約

4．0mで、周溝を含めた直径は約5．0mを測る。中心主体部は、古墳の立地から墳丘中央よりやや南側の斜面の高

い側で検出し、周満に近接する。

周満　幅0．5～0．7m・深さ0．1～0．3mで墳丘の南側を1／4周する。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝

埋土は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘の中央に位置する中心主体部である。墳丘の削平により大きく上面が削られ、墓境の検出の

みである。主軸はN87O Eで丘陵斜面に平行する。墓墳規模は、内法で長さ1．92m・幅0．67m・深さ0．22mを測

る。墓墳検出面より石材の散乱と、東小口に平石が遺存することから、箱式石棺墓と考えられる。棺床には壁に

沿って、石材を固定する溝が残る。副葬品は出土しなかった。
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第50図　1・2号箱式石棺墓平面図 2号箱式石棺墓（北西より）

52号墳

墳丘　B地区の丘陵最高部付近の北側斜面に立地し、51号墳の北西側4mの標高122m付近に所在する。墳丘の

西側の半分が調査区外にかかり未調査である。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕著な地形

の高まりはなかった。約0．2mの浅い表土を除去すると黒褐色土が斜面を半周し、墳丘の封土を失った円墳であ

ることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周満から復元して直径約4．0mで、周溝を含めた直径は約6．0mを測

る。埋葬施設は検出しなかった。

周溝　幅0．8～1．3m・深さ0．1～0．2mで墳丘の東側を半周する。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土

は2層からなる。周構内では、埋葬施設や供献土器などの検出はなかった。

1号箱式石棺墓　A地区の丘陵尾根中央に立地し、4・5・6号墳に囲まれた標高116mに所在する。大きな

削平を受けており、検出時点ではすでに蓋石が失われており、側石の検出によって確認した。主軸はN820Wで

丘陵尾根に直交する。石棺規模は、内法で長さ1．61m・幅0．37m・深さ0．23mを測る。石棺は、両小口に1枚の

平石を立て、側石を挟み込むように組んでおり、側石は南北とも3枚の平石からなる。石棺掘り方は、やや不整

形な隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．29m・短軸（中央部）0．91m・深さ0．31mを測る。棺床は部分的に撹乱を

受けており、枕の平石はすでに動いてるが、棺の幅から東が頭位と考える。床面は平坦で、両小口と両側壁沿い

には、石材を固定する溝が穿っている。副葬品は出土しなかった。なお、周辺に箱式石棺墓に伴う周満の存在は

ないものの、古墳の主体部の可能性も考えられる。

2号箱式石棺墓　A地区南側の丘陵尾根中央に立地し、28号墳の南側3mの標高118m付近に所在する。大き

な削平を受けており、検出時点ではすでに蓋石や側石の一部が失われており、小口石の検出によって確認した。
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3号箱式石棺墓蓋石（西より）

石棺（西より）

掘り方（西より）



第51図　3号箱式石棺墓平面図

主軸はN350Wで丘陵尾根に直交する。石棺規模は、内法で長さ1．81m・幅約0．34m・深さ0．27mを測る。南小

口部分に平石をⅤ字状に組んだ枕があり、頭位は南側である。石棺は、両小口に一枚の平石を立て、側石が挟み

込むように組んだものである。石棺掘り方は、やや不整形な隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．18m・短軸（中央

部）0．64m・深さ0．31mを測る。棺の西側は斜面がやや高く、一部2段掘りの様相を呈する。床面は平坦で、両

小口と両側壁沿いには、石材を固定する溝が穿っている。副葬品は出土しなかった。
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第52図　4号箱式石棺墓平面図　　　　　　　　　　　　4号箱式石棺墓（西より）

3号箱式石棺墓　A地区南側のB地区と接する丘陵尾根中央に立地し、30号境の南西10mの標高118m付近に

所在する。0．3mの表土除去により2段掘りの真横から蓋石を検出した。蓋石は、大小12枚の平石を上下2段に

積み重ねて石棺を覆う。主軸はN790Wで丘陵尾根に直交する。石棺規模は、内法で長さ1．56m・幅0．35m・深

さ0．26mを測る。東小口部分に平石をⅤ字状に組んだ枕があり、頭位は東側である。石棺は、両小口に1枚から

3枚の平石を立て、側石が挟み込むように組んでおり、側石は南北とも4枚の平石を組み合わせている。石棺掘

り方は2段掘りの墓境で、上段は隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．18m・短軸（中央部）1．12m・深さ0．21mを

測る。この上段の中央に長軸1．88m・幅0．62m・深さ0．46mの下段を掘り込んで石棺を組む。床面は平坦で、両

小口と両側壁沿いには、石材を固定する溝が穿っている。副葬品は出土しなかった。なお、この周辺には箱式石

棺墓に伴う周満の存在はないものの、30号墳や31号墳などの距離関係から古墳の主体部の可能性も考えられる。

4号箱式石棺墓　B地区の北東側先端付近の丘陵尾根中央に立地し、33号墳と34号墳の間、標高117m付近に

所在する。0．3mの表土除去により蓋石の一部を検出した。検出時点では蓋石はほとんど遺存しておらず、側石

の上面が確認できた。主軸はN7lO Eで丘陵尾根に平行する。石棺規模は、内法で長さ1．51m・幅0．37m・深さ

0．31mを測る。東小口部分に平石2枚をV字状に組んだ枕があり、頭位は東側である。石棺は、両小口に1枚の

平石を立て、側石が挟み込むように組んでおり、側石は南側が3枚で北側が2枚の平石を組み合わせている。石

棺掘り方は、やや不整形な隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．02m・短軸（中央部）1．01m・深さ0．37mを測る。

床面は平坦で、両小口と両側壁沿いには、石材を固定する満が穿っている。副葬品は出土しなかった。なお、周

辺にはこの箱式石棺墓に伴う周溝の存在はないものの、33号墳や34号墳などの距離関係から古墳の主体部の可能

性も考えられる。
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53～57・62号墳（南より）

53号填

墳丘　C地区南端に位置し、細長い丘陵の標高117m付近の丘陵尾根に立地する。尾根の

分水嶺が境界となっており西側は北条町で、調査区外である。大きな削平を受けており、

調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除去すると黒褐色

土が墳丘北側をわずかに巡り、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規

模は、遺存する周溝から復元して直径約7・Om、周満を含めた直径約8．0mを測る。墳丘中

央部付近で埋葬施設を1基検出した。
凋査区外

周溝　遺存状況が非常に悪く、墳丘の北側一部分のみ検出した。確認した周溝の規模は幅

0・7～0・9m・深さ0・1～0・2mで巡る0周満断面はU字状を呈し、周溝埋土は1層からなる。

周構内の埋葬施設や供献土器の検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主体部である。大きな削平を受けており、墓

境の基底部を検出した0主軸はN2lO Eで、丘陵尾根に平行する。墓墳規模は、内法で長

さ1・86m・幅0・54m・深さ0．25mを測る。副葬品の出土はなかった。

54号填

墳丘　C地区南端に位置し、53号墳の北側2mの標高117m付近の丘陵尾根に立地する。

尾根の分水嶺から西側は調査区外である。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思

1号埋葬施設

54号墳

甜葬
53号墳

0　　　　　　3m

われる顕著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除去すると黒褐色土が墳丘の北側と南　　ヒ＝±＝＝∃（，ニ200）

側にわずかに巡り、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存　第53図

する周溝から復元して直径約8・Om、周溝を含めた直径約9．0mを測る。墳丘中央部付近で　53・54号墳平面図

埋葬施設を1基検出した。

周溝　遺存状況が非常に悪く、墳丘の北側と南側の周満の一部分を検出した。確認した周清の規模は遺存部で幅

0・5m～1・2m・深さ0・1～0・2mで巡る0周溝断面はU字状を呈し、周満埋土は1層からなる。周溝内の埋葬施設

や供献土器の検出はなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主体部である0大きな削平を受けており、墓場の基底部の東側を検

出した0主軸はN320Eで、丘陵尾根に平行する0墓墳規模は遺存部分で、内法で長さ1．86m・深さ0．35mを測

る。副葬品の出土はなかった。
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第54図　55・56号墳遺構図

55号墳

墳丘　C地区南端に位置し、54号墳の北側3mの標高

117m付近の丘陵尾根に立地する。尾根の分水嶺から

西側は調査区外であり、墳丘の東2／3を調査した。

大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる

顕著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除去する

と黒褐色土が墳丘の東側を半周し、墳丘の封土を失っ

た円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存す

る周溝から復元して直径約10．0m、周溝を含めた直径

12．0mを測る。墳丘の北東側が、56号墳と重複する。

墳丘中央部付近で埋葬施設を1基検出した。

周溝　墳丘の東側の周溝を検出した。幅0．9～1．3m・

深さ0．1～0．3mで巡る。周溝断面はゆるやかなU字状

を呈し、周溝埋土は2層からなる。墳丘北東の周構内

底部より、周構内埋葬施設1基を検出した。供献土器

は検出しなかった。56号墳との重複関係は、55号墳が

56号墳を切っている。

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主体部の

箱式石棺墓である。大きな削平を受けており、検出時

点ですでに蓋石や側石が失われており、墓境の検出に

よって確認した。主軸はN260　Eで、丘陵尾根に平行

する。墓墳規模は、内法で長さ2．32m・幅（中央部）

0．81m・深さ0．46mを測る。石棺の小口石や側石の平石は、その大部分が抜き取られており、北小口と東側石の

小片が遺存するだけであった。棺床には砂が敷かれ、床面には各石材を固定するための溝が穿っている。副葬品

の出土はなかった。

2号埋葬施設　墳丘北東側の周溝底に位置する周構内埋葬施設で、小型の箱式石棺墓である。撹乱によって蓋石

の一部が壊れるが、ほぼ原形を保っていた。主軸はN1600　Eで、周溝に平行する。石棺規模は、内法で長さ

0．64m・幅0．25m・深さ0．24mを測る。南側小口に平石をⅤ字状に組んだ枕があり、頭位は南である。石棺は、

両小口に一枚の平石を立て、一枚石の両側石が挟み込むように組む。石棺掘り方は長方形で、長軸0．97m・短軸

0．54m・深さ0．29mを測る。副葬品は出土しなかった。

56号墳

墳丘　C地区南端に位置し、55号墳の北東側に接する標高116m付近の丘陵尾根に立地する。尾根の分水嶺から

西側は調査区外であり、墳丘の東側3／4を調査した。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思われる顕

著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除去すると黒褐色土が墳丘の東側を半周し、墳丘の封土を失った円墳

であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直径約9．0m、周溝を含めた直径約12．0mを

測る。墳丘の南西側が、55号墳と重複する。墳丘中央部付近で中心主体部の埋葬施設を1基検出した。
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第55図　55号填2号埋葬施設平面図

55号墳2号埋葬施設蓋石（南より）

周溝　墳丘の東側の周満を検出した。幅0．7～1．8m・深さ0．1～0．4mで巡る。周満断面はゆるやかなU字状を呈

し、周溝埋土は2層からなる。周構内埋葬施設や供献土器などの遺物は検出しなかった。墳丘南西側の周溝の一

部が、55号墳によって切られる。

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。2段掘りの墓境であったが、墓墳上面

が削られるものの埋葬施設は完全な形で遺存していた。主鰍まN30。Eで、丘陵尾根に平行する。蓋石は大きな

平石3枚を重ね合わせ、隙間を粘土で埋めている。石棺規模は、内法で長さ1．68m・幅0．47m・深さ0．41mを測

る。北小口部に平石3枚をⅤ字状に組んだ枕があり、頭位は北側である。石棺は、両小口に一枚石の板石を立て

て、東西の両側石が挟み込むように組まれる。側石は、東側が2枚で西側が3枚の平石からなる。棺床には砂を

敷く。石棺振り方は、2段掘りの墓境で、上段が隅丸長方形を呈し、規模は長軸3．08m・短軸1．70m・深さ0．11

mを測る。上段中央に、長軸2．38m・短軸1．28m・深さ0．43mの石棺掘り方を持つ。床面は平坦で、両小口と南

北の側石部分には、石材を固定する満を穿っている。
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56号墳1号埋葬施設

蓋石（南より）

石棺（南より）

掘り方（南より）
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第56図　56号墳1号埋葬施設遺構図
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56号墳1号埋葬施設

副葬品出土状況

（西より）

腰｛ 皇＝＿
（F2・1：・5、F5～9・1：2）

棺内には、男性人骨の頭蓋骨と大腿骨が遺存し、被葬者は1体であ

った。副葬品は東側側石の中央付近に切先を足元に向けた鉄剣F2と、

鉱を剣の柄頭に揃えた鉄鉱5本F5～9が出土した。石棺内はほぼ全

面に赤色顔料が塗彩されていた。

鉄剣F2　全長71．0cm、刃部長59。Ocm、茎長12．0cmを測る。幅は刃部

中央で3．4cm、切先部で2．1cmを測り、茎部分で2．2cmである。刃部断面

は菱形で鏑をもつ。茎断面は長方形で、茎端から1．2cmと5．1cmの2カ

所で目釘孔をもつ。刃部の表面には木質が残る。

鉄鉱F5～9　全長15。5cm～12．9cInを測る。いずれも柳葉形の平造り

の鍍身部をもち、箆被の長い長頸式の鉄鉱である。

－69－



0　　　　　　　　　　　5m
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第57図　57号墳平面図

」2　（1：1）

0　　　　　　　　　　　50cm

L；　　　　　i（1ニZO）

第58図　57号墳1号埋葬施設平面図

57号墳

墳丘　C地区南側に位置し、56号境の北側15mの標高115m付近の丘陵尾根に立地する。大きな削平を受けてお

り、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除去すると黒褐色土が墳丘を全周し、

墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、直径南北7．7m・東西7．8m、周溝を含めた直径

は南北10．0m・東西10．0mを測る。中心主体部などの埋葬施設は検出しなかった。

周満　幅0．8～1．4m・深さ0．1～0．4mで巡る。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は2層からなる。

墳丘北東側の周満底より周構内埋葬施設を1基検出した。

1号埋葬施設　墳丘北東の周清底に位置する周構内埋葬施設の石蓋土墳墓である。主軸はNlOOO Eで、周満に

平行する。蓋石は平石3枚を重ね合わせる。墓墳規模は、内法で長さ0．67m・幅0．36mを測り、深さは周清底部

から0．33mを測る。墓境は、周溝の外側の肩部を掘り広げてつくられる。

出土遺物　墳丘南側の、周溝底部付近の埋土中より紡錘車」2が出土した。
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58～60号墳（北より）　　第59図　58号墳平面図

紡錘車」2　滑石製。上円径3．0cm、下円形4．5cm，厚さは1．1cmを測り、断面

形が台形を呈するものである。側辺には、全体を12区に分けて線刻による綾

杉文を施す。中央の円孔径は8mmを測る。

58号墳

墳丘　C地区北側の狭い丘陵の東側斜面に位置し、6号住居の南西3mの標

高114m付近に立地する。大きな削平を受けており、調査前には墳丘と思わ

れる顕著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除去すると黒褐色土が墳丘

北側の斜面の高い側をわずかに巡り、墳丘の封土を失った円墳であることを　調査区外

確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直径約7．0m、周溝を

含めた直径は約9．0mを測る。墳丘中央部付近で埋葬施設を1基検出した。

周溝　墳丘北側のみ周溝を検出した。幅0．4～0．6m・深さ0．1～0．2mで1／

4を巡る。遺存状況が悪く、断面観察は不可能であり、周構内埋葬施設や供

献土器は検出しなかった。

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。墳

丘上面が削られて浅くなっているが、2段掘りの墓塀を有する。箱式石棺墓

は、ほぼ完全な形で遺存した。主軸はN900　Eで、丘陵斜面に平行する。蓋

石は、2段に平石7枚を重ね合わせ、隙間を粘土で埋めている。石棺規模は、

内法で長さ1．67m・幅0．38m・深さ0．29mを測る。東小口部に平石3枚をⅤ

字状に組んだ枕があり、頭位は東側である。石棺は、両小口に一枚石の板石

を立てて、東西の両側石が挟み込むように組まれる。側石は、南北いずれも

3枚の板石からなり、隙間を平石が埋める。石棺掘り方は、2段掘りの墓境

で、上段が隅丸長方形を呈し、規模は長軸2．84m・短軸1．28m・、深さ0．15m

6号住居

厨
1号埋葬施設

第60図　59・60号墳平面図

を測る。上段中央に、長軸2．20m・短軸0．72m・深さ0．21mの石棺掘り方をもつ。床面は平坦で∴両小口と南北

の側石部分には、石材を固定する溝を穿っている。副葬品は出土しなかった。
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58号墳1号埋葬施設

蓋石（西より）

石棺（州より）

掘り方（西より）
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第61図　58号墳1号埋葬施設平面図

59号墳

墳丘　C地区北側の狭い丘陵の東側斜面に位置し、58号墳の北東7mの標高115m付近に立地する。分水嶺から

西側は調査区外となり、未調査である。墳丘南西側では6号住居と重複する。浅い表土を除去すると黒褐色土が

墳丘東側斜面を巡り、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元し

て直径約8・Om、周溝を含めた直径は約10．0mを測る。墳丘中央部付近で中心主体部の埋葬施設を1基検出した。

墳丘の北東側で60号墳と重複する。

周溝　墳丘東側の周溝を検出した。幅0．5～0．9m・深さ0．1～0．2mで巡る。遺存状況が悪く、断面観察は不可

能であり、周構内埋葬施設や供献土器は検出しなかった。60号墳との重複関係は、60号墳を59号墳が切ってい

る。
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第62図　61・63・64号墳平面図

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主

体部である。大きな削平をうけており、墓墳基

底部を検出しただけである。主軸はNlO80　E

で、丘陵尾根に直交する。墓墳規模は、長軸

1．78m・短軸0．65m・深さ0．08mを測る。東西

の墓墳側壁に沿って溝があり、箱式石棺墓と考

えられる。副葬品は出土しなかった。

60号墳

墳丘　C地区北側の狭い丘陵の東側斜面に位置

し、59号墳の北東に接する標高115m付近に立

地する。分水嶺から西側は調査区外となり、墳

丘の約1／3が未調査である。墳丘北東側では

1号住居と接し、南西側で59号墳と重複する。

浅い表土を除去すると黒褐色土が墳丘東側斜面

を巡り、墳丘の封土を失った円墳であることを

確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復

元して直径約9．0m、周溝を含めた直径約11．0

mを測る。墳丘中央部付近で中心主体部の埋葬

施設を1基検出した。

周溝　墳丘東側の周溝を検出した。幅0．5～0．6

m・深さ0．1～0．2mで巡る。遺存状況が悪く、

断面観察は不可能であり、周構内埋葬施設や供

献土器は検出しなかった。59号墳との重複関係

は、60号墳が59号墳によって切られている。

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主

体部である。大きな削平を受けており、墓墳基

底部を検出しただけである。墓壕の壁に板石が

部分的に遺存するところから、箱式石棺墓であ

る。主軸はN4lO Eで、丘陵尾根に平行する。

石棺規模は、内法で長さ2．10m・幅1．01m・深

さ0．40mを測る。床面はほぼ平坦で墓墳側壁に

沿って溝がある。墓墳内より鉄片が出土した。

61号墳

墳丘　C地区北側の丘陵最高部に位置し、60号墳の北東1mの標高116m付近に立地する。分水嶺から西側は調

査区外となり、墳丘の約1／3が未調査である。墳丘北東側では63号境と重複する。浅い表土を除去すると黒褐

色土が墳丘東側斜面を巡り、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から

復元して直径約9．0m、周溝を含めた直径約11．0mを測る。墳丘中央部では中心主体部などの埋葬施設は検出し

なかった。
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第63図　61号墳1号埋葬施設平面図

61号墳1号埋葬施設（北より）
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63号墳周溝南東区供献土器

出土状況（北東より）

周溝　墳丘東側の周満を検出した。幅0．8～1．6m・深さ0．1～0．3mで巡る。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、

周溝埋土は2層からなる。周満南西側で、供献土器を伴った石蓋土墳墓を検出した。

1号埋葬施設　墳丘南西側の周満肩部に位置する周構内埋葬施設で小型の石蓋土墳墓である。蓋石は、やや大き

な平石1枚で覆う。主軸はN600Wで、周溝に平行する。墓墳規模は、内法で長さ0．77m・幅0．48mで、深さは

周清底より0．24mを測る。南西の周溝肩には、この石蓋土墳墓の供献土器が出土した。周溝の外側壁を掘り広げ

土師器鉢18と嚢を並列して供える。また石蓋土墳墓の南東1mの周満底より土師器直口壷17が出土した。副葬

品は出土しなかった。

63号墳

墳丘　C地区北側の丘陵最高部に位置し、南西側の61号境と北東側の64号墳に挟まれる標高116m付近に立地す

る。分水嶺から西側は調査区外となり、墳丘の1／3が未調査である。浅い表土を除去すると黒褐色土が墳丘東

側斜面を巡り、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周満から復元して直径

11・Om、周溝を含めた直径約15．0mを測る。墳丘は削平が大きくて、中心主体部などの埋葬施設は検出できなか

った。

周溝　幅l・5～2・1m・深さ0．ト0．5mで巡る。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周満埋土は3層からなる。

周構内埋葬施設は検出できなかった。61号境と64号境との重複関係は、63号境が61号境を切り、63号境を64号

頃が切っている。

出土遺物　墳丘南東側の周溝底部付近から供献土器と考えられる土師器の高杯6個体19～23が一括で出土した。
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64号墳周満南側供献土器

出土状況（北より）

64号墳

墳丘　C地区北側の丘陵最高部に位置し、63号墳の北東側に接する標高日6m付近に立地する。浅い表土を除去

すると黒褐色土が墳丘を全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、直径東西10．3

m・南北10．4m、周溝を含めた直径東西12．9m・南北13．0mを測る。墳丘は削平が大きくて、中心主体部などの

埋葬施設は検出できなかった。

周溝　幅0．8～1．8m・深さ0．1～0．5mで墳丘を全周する。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周溝埋土は3層

からなる。周構内埋葬施設は検出できなかった。

出土遺物　墳丘南東側の周満底部付近では、土境内に埋納された須恵器の直口壷25と杯身24と、土壌肩部分にす

えられた土師器襲28と須恵器聾26が一括で出土した。
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第64図

62号墳平面図

62号墳1号埋葬施設（商より）

62号墳

墳丘　C地区南側の東側斜面に位置し、54号墳の北東側2mの標高117m付近に立地する。大きな削平を受けて

おり、調査前には墳丘と思われる顕著な地形の高まりはなかった。浅い表土を除去すると黒褐色土が墳丘の東側

を半周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、遺存する周溝から復元して直径約

6．0m、周溝を含めた直径約8．0mを測る。中央部付近で埋葬施設を1基検出した。

周溝　斜面の高い墳丘西側を半周する。確認できた周溝の規模は遺存部で幅0．5～1．2m・深さ0．1～0．3mを測

り東側に巡る。周清断面はU字状を呈し、周溝埋土は2層からなる。周構内埋葬施設や供献土器の検出はなかっ

た。

1号埋葬施設　墳丘中央付近に位置する中心主体部の箱式石棺墓である。大きな削平を受けており、検出時点で

すでに蓋石や側石の一部が抜かれるなど、遺存状況は悪い。主軸はN200　Eで、丘陵斜面に平行する。石棺の規

模は遺存部で、内法が長さ1．48m・幅0．26m・深さ0．34mを測る。石棺は、両小口石を側石が挟みこむように組

んだ石棺であるが、南側の側石や小口石が撹乱を受ける。南小口に石枕があり、頭位は南側と考える。石棺掘り

方は、やや不整形な隅丸長方形で、規模は長軸2．01m・幅0．89m・深さ0．26mを測る。床面はほぼ平坦で、両小

口と側壁に沿って満が穿たれる。副葬品の出土はなかった。

65号墳

墳丘　C地区北側の丘陵最高部に位置し、64号墳の北西側12mの標高118m付近に立地する。墳丘の大部分が未

調査区で、東側周満の一部を検出した。墳丘の規模は、検出した周溝から復元して直径約7．0mの円墳と考える

ことができる。中心主体部などの埋葬施設は検出できなかった。

周溝　検出した部分で、幅0．8～1．0m・深さ0．1～0．2mを測る。周溝断面はゆるやかなU字状を呈し、周満埋土

は1層からなる。

66号墳

墳丘　A地区の北側に位置する独立丘陵上のD地区最高部に位置し、標高109m付近に立地する。浅い表土を除

去すると黒褐色土が墳丘を全周し、墳丘の封土を失った円墳であることを確認した。墳丘の規模は、直径東西

13．1m・南北13．7m、周満を含めた直径東西16．6m・南北16．4mを測る。墳丘中央部では中心主体部などの埋葬

施設は検出できなかった。
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第65図　66号墳平面図 66号墳周溝東側供献土器出土状況（西より）

隔l葦‾‾＿iミIl苛Ii‾
周満　幅0．8～1．6m・深さ0．1～0．6mで全周する。周満断面はゆるやかなU字状を呈し、周満埋土は3層からな

る。墳丘の北西側の周溝底部より周構内埋葬施設を1基検出した。

1号埋葬施設　墳丘北西側の周満底部に位置する周構内埋葬施設で、小型の箱式石棺墓である。周溝を東西に若

干拡張して墓域を造る。蓋石は、やや大きな平石2枚で覆う。主軸はN200Eで、周溝に平行する。石棺規模は、

内法で長さ0．57m・幅0．21mで、深さは周満底より0．24mを測る。南側小口には板石4枚をⅤ字状に組んだ枕が

あり、頭位は南側である。石棺は、両小口に1枚の平石を立て、1枚石の両側石が挟み込むように組む。石棺掘

り方は長方形で、長軸0．87m・短軸0．45m・深さ0．29mを測る。副葬品は出土しなかった。北側小口付近の蓋石

部分に須恵器壷aが供献される。

出土遺物　墳丘東側の周溝底より、供献土器と考えられる高坪6個体（31～35）と須恵器健1個体（30）が一括

で出土した。
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第66図　66号墳1号埋葬施設平面図
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67号墳（北より）

1号住居（北東より）

67号墳

墳丘　E地区の北側に位置し、北条町との境界の丘陵先端付近に位置する。墳丘の東側約1／2が調査区外にな

り、未調査である。浅い表土を除去すると黒褐色土が丘陵の西側を約半周し墳丘の封土を失った円墳であること

を確認した。墳丘の規模は、周満から復元して直径約17．0m・周満を含めた直径約20．0mを測る。墳丘は、大き

く削平を受けており、中心主体部などの埋葬施設は検出できなかった。

周満　幅2・0～2・6m・深さ0．3～0．6mで全周する。周溝断面は、底面が広いゆるやかなU字状を呈し、周満埋土

は3層からなる。検出した周溝内部では、周構内埋葬施設や供献土器などの遺物は存在しなかった。

竪穴式住居

1号住居　C地区の中央部に位置し、60号墳の東側の丘陵斜面に所在する。平面形は隅丸方形で、肩部が西側

にやや掘り広げられる。床面の規模は南北3．5m・東西3．65m、床面積11．5Idを測る。壁高は北側で0．94m、西側

で0・91mを測り、検出面からの深さは中央で0．78mを測る。床面はほぼ平坦で、壁に沿って周壁溝が全周するが、

北側隅でやや浅くなる。規模は幅10cm、深さ15cm前後である。主柱穴は、Pl～4の4本で、床面中央には中

央ピットP5が存在し、南側壁の中央には周壁溝と接するようにP6が存在する。床面には焼土などの痕跡は確

認できなかった。
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第67図　1号住居平面図

2m

鞋二　＝一一一一＝∃（一朝　　　　第68図　2号住居平面図

2号住居　C地区の南側に位置し、57号頃の北側35mの丘陵東側斜面に所在する。北側辺が捜乱を受けている

ものの遺存状況は良好であった。平面形は隅丸方形を呈し、東側辺がやや長い。床面の規模は南北4．05m・東西

4．32m、床面積16．9rdを測る。壁高は西側で0．41m、南側で0．57mを測り、検出面からの深さは中央で0．52mを

測る。周壁溝は幅10～20cm、深さ10cm前後で全周する。主柱穴はPl～4の4本で、床面中央に上面形が東西

に長い楕円形の中央ピットP5がある。Plの東側床面には、作業台と考えられる扇平な石が出土した。

3号住居　C地区南側の分水嶺付近に位置し、2号住居の北西12m離れた丘陵東側斜面の標高113m付近に所

在する。北側辺と南側辺の一部が撹乱を受けているものの遺存状況は良好であった。平面形は隅丸方形を呈し、

東側辺がやや長い。床面の規模は南北5．15m・東西4．81m、床面積23．5rriを測る。壁高は西側で0．62m、南側で

0．52mを測り、検出面からの深さは中央で0．54mを測る。周壁溝は幅10～20cm、深さ10cm前後で全周する。主柱

穴はPl～4の4本で、北・西・南の柱穴間には間柱と考えられるP6～8が存在する。床面中央には、上面形

が東西に長い楕円形で、下段円形の中央ピットP5がある。床面には焼土などの痕跡は確認できなかった。
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2号住居（東より）



第69図　3号住居平面図

3号住居（火より）

4号住居　C地区の南側と北側をつなぐ鞍部付近に位置し、3号住居の北東4m離れた丘陵東側斜面の標高

112m付近に所在する。東側肩部が斜面によって流失する。平面形は遺存する西側から復元して六角形を呈する

ものと考えられる。床面の規模は南北6．71m・東西約6．95m、床面積38．1Idを測る。壁高は西側で0．52m、南側

で0．31mを測り、検出面からの深さは中央で0．32mを測る。周壁満は幅10～20cm、深さ15cln前後で周壁が遺存す

る南から西側にかけて存在する。主柱穴はPl～6の6本で、西・南の柱穴間には間柱と考えられるP8・9が

存在する。床面中央には中央ピットP7がある。床面には焼土などの痕跡は確認できなかった。

5号住居　C地区の南側と北側をつなぐ鞍部付近に位置し、4号住居の北側17m離れた丘陵東側斜面の標高

112m付近に所在する。住居上面が大きく削平を受けるものの、床面などの遺存状況は良好であった。平面形は、

角の丸い五角形を呈する。床面の規模は南北5．82m・東西5．26m、床面積26．1rdを測る。壁高は肩がしっかり残

る西側で0．75m、南側で0．60mを測り、検出面からの深さは中央で0．62mを測る。周壁溝は幅10～20cm、深さ10

cm前後で南から西側にかけて存在する。主柱穴はPl～5の5本で、P2は住居内土塀SKlの南西肩部分に造

られる。床面中央には、上下とも円形の中央ピットP6がある。床面には、北側辺と東側辺の中央に、平面形が

不整形な隅丸長方形の土壌SKl・SK2が存在する。床面には焼土などの痕跡は確認できなかった。P5の西
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第70図　4号住居平面図

側に作業台と考えられる平石が出土した。

6号住居　C地区北側の狭い丘陵の東側斜面に位置し、59号墳の南西に接する標高114m付近に所在する。住

居上面が大きく削平を受けるものの、床面などの遺存状況は比較的良好であった。平面形は、角の丸い六角形を

呈するが、形は円形に近い。床面の規模は南北7．37m・東西7．00m、床面積40．8rdを測る大型の住居であった。

壁高は肩がしっかり残る北側で0．64m、南側で0．42mを測り、検出面からの深さは中央で0．37mを測る。周壁溝

は西側と東側が部分的に存在し、幅10～15cm、深さ10cm前後で巡る。主柱穴はPl～6の6本である。床面中

央には、円形の中央ピットP7があり、東側に接するようにP7‾のピットがある。床面には焼土などの痕跡は

確認できなかったが、P4の北側に作業台と考えられる平石が出土した。
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第71図　5号住居平面図



第72図　6号住居平面図

6号住居（南東より）



第73図　7号住居平面図

7号住居（南より）

7号住居　C地区の北東に延びる丘陵尾根肩部に位置し、63号墳の東側2mの標高115m付近に所在する。住

居上面と東側肩部が大きく削平を受けるものの、床面などの遺存状況は比較的良好であった。平面形は、隅丸方

形を呈するが、斜面の高い西側をやや掘り広げている。床面の規模は南北4．72m・東西4．16m、床面積17．2rdを

測る。壁高は住居の肩がしっかり残る西側で1．42m、東側で0．82mを測り、北側で0．91m、南側で1．08mを測る。

検出面からの深さは中央で0．94mを測り、壁高が高い。周壁満は南側から西側にかけて存在し、幅10～15cm、深

さ10cm前後で巡る。主柱穴はPl～4の4本である。床面中央には、円形の2段掘りの中央ピットP5がある。

床面の北側にはPl，P2間と同間隔のP6とP7があり、P6・7・3・4を主柱穴にして建て替えが行われ

た可能性も考えられる。東側辺の中央に梯子穴の可能性のあるP8がある。
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第74図　8号住居平面図

8号住居　C地区北側の狭い丘陵の東側斜面に位置し、9号住居の北側7mの標高108m付近に所在する。住

居上面と南東側肩部が大きく削平を受けるものの、床面などの遺存状況は比較的良好であった。住居履土下層か

ら床面上面にかけておびただしい量の焼土及び炭化物を含み、床面には多くの炭化材を検出した。この状況から、

火災による焼失住居と判断した。平面形は、検出した主柱穴と周壁溝から角の丸い五角形のプラン（B期）と、

隅丸方形のプラン（A期）とがある。床面の規模は、B期が南北5．98m・東西約6．82m、床面積31．6niを測り、

A期が南北5．98m・東西約5．87m、床面積29．6rrfを測る。壁高は北側で1．02m、西側で0．87m、東側で0．71mを測

り、検出面からの深さは中央で0．58mを測る。周壁溝は、削平を受ける南側辺をのぞきA期・B期とも幅10～
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15cm、深さ10cm前後で巡る。主柱穴はA期がPl～4の4本で、P6～10の間柱を伴う。B期はPll～15の

5本で、P17～20の間柱が伴う。床面中央には、それぞれP5・P16の中央ピットがある。焼土面は火災によ

るものと判断される。床面に残る炭化材は、東側が東西に倒れ、北西隅は南北に倒れており、住居上屋構造材で

あったと考えられる。これらの炭化材の上に約20～30cmの厚さで焼土が被っており、屋根を土砂で葺いていたも

のと考えられる。

検出された柱穴と焼失住居から変遷の過程を考えるなら、焼失して廃棄された住居が最終段階の平面プランと

考えられる。P4の柱穴内に柱材が炭化して遺存していたことから、このP4を含む隅丸方形プランA期の住居

が最終段階であり、五角形プランB期の住居が先行すると考えられ、やや大型の五角形の住居から、規模を少し

小さくした隅丸方形の住居に建て替えたものと判断できる。

遺物は、床面直上付近で、焼土に包まれる形で比較的多くの遺物が存在した。P2付近で弥生土器嚢伍が、P

9付近で弥生土器壷59が、P4付近で弥生土器聾が、PlO付近で弥生土器嚢などが出土し、いずれも主柱穴や

間柱付近であるところが興味深い。
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第75図

9号住居平面図

9号住居（北より）

9号住居　C地区の北東に延びる丘陵南側斜面に位置し、8号住居の南側7mの標高114m付近に所在する。

住居上面と東側肩部が大きく撹乱を受けるものの、床面などの遺存状況は比較的良好であった。平面形は隅丸方

形を呈するが、西側壁に沿って最大幅0．61mのテラス状の段を有する。床面の規模は南北5．34m・東西約5．83m、

床面積27．4rdを測る。壁高は住居の肩がしっかり残る北側で0．71m、東側で0．57mを測る。検出面からの深さは

中央で0．54mを測る。周壁満は西側から北側にかけて存在し、幅10～15cm、深さ10cln前後で巡る。主柱穴はP

l～4の4本であり、P2とP3の間にはP6、P3とP4との間にはP7の間柱がある。床面中央には、楕円

形の中央ピットP5がある。床面の西側にはテラスの段の下にP8がある。
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第76図10号住居平面図 10号住居（南西より）

10号住居　C地区の北東に延びる丘陵の南側斜面に位置し、9号住居の南西側34mの標高116m付近に所在す

る。住居上面は大きく撹乱を受けるものの、床面などの遺存状況は比較的良好であった。斜面の高い北東側を2

段に掘り下げている。平面形は、隅丸方形を呈する。床面の規模は南北3．24m・東西的3．14m、床面積9．1崩を測

る。壁高は住居の肩がしっかり残る北側で0．95m、東側で0．64mを測る。検出面からの深さは中央で0．64mを測

る。周壁満は存在しなかった。主柱穴はPl～4の4本で、床面中央に楕円形の中央ピットP5がある。

11号住居　C地区の北東に延びる丘陵の尾根上に位置し、10号住居の北側10mの標高116m付近に所在する。

住居上面は大きく撹乱を受けるものの、床面などの遺存状況は比較的良好であった。平面形は、隅丸方形を呈す

る。床面の規模は南北5．04m・東西約4．86m、床面積22．8rdを測る。壁高は住居の肩がしっかり残る西側で0．54

m、北側で0．43mを測る。検出面からの深さは中央で0．49mであった。周壁溝は、幅10～20cmで、深さ15cm前後

で壁に沿って全周する。主柱穴はPl～4の4本で、P2とP3の間には間柱のP6がある。床面中央には2段

掘りの隅丸長方形の中央ピットP5がある。中央ピットの北西隅と北東隅から柱穴P4とPlに向かって間仕切

り清がのびる。床面の北西側から炭化材とわずかに焼土が検出された。炭化材の出土量は多くないが焼失住居と

考えられる。

住居状遺構

下張坪遺跡では、A地区で1基（1号）、C地区で1基（2号）、D地区で2基（3号・4号）の計4基の住居

状遺構を検出した。この遺構は、方形プランや円形プランなど住居と同じ平面形を呈するものの、柱穴や周壁溝、

そして焼土面などの諸施設を伴わないため住居状遺構とした。なかでも1号住居状遺構は、しっかりした掘り方

を持つ。

1号住居状遺構　A地区中央付近の丘陵東側斜面に位置し、14号境の南3mに所在する。平面形は、南北に長

い長方形を呈し、規模は南北3．32m、東西2．62mを測る。検出面からの深さは中央部で0．82mである。すり鉢状

のゆるやかな斜面を呈し、床面は南北2．41m・東西1．87mを測る。柱穴などのピットはなく、遺物も出土しなか

った。性格は不明。

掘立柱建物

下張坪遺跡では計3棟の掘立柱建物を検出した。いずれもC地区の北東に延びる丘陵上に所在する。1号掘立

柱建物は桁行2間・梁行1間の建物で、南北4．10m・東西2．57mを測る南北棟である。2号掘立柱建物は桁行1

間・梁行1間の建物で、南北2．68m・東西2．01mを測る南北棟である。3号掘立柱建物は桁行2間・梁行1間の

建物で、南北2．54m・東西2．02mの南北棟である。遣物は出土しなかった。時期は不明。
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第77図11号住居平面図

11号住居（南より）

1号住居状遺構（北東より）



3号住居状遺構（北より）

4号住居状遺構（北より）

第78図1～3号掘立柱建物平面図
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第79図　1号貯蔵穴・1～4号落し穴遺構図

その他の遺構　下張坪遺跡では、主な遺構以外に貯蔵穴1基・土壌14基・落

し穴4基・道状遺構2、ピット群を検出した。

貯蔵穴は、C地区の北東に延びる丘陵尾根に位置し、断面形が袋状を呈する

ものである。斜面肩部に位置し、平面形は不整形な円形を呈し、規模は直径

0．9m・深さ0．87mを測るものであった。

土境は、B地区に1基とC地区に13基の計14基を検出した。平面形は方

形・隅丸方形・楕円形・円形とさまざまな形を呈し、深さもまちまちであった。

14基の土境のうち遺物を出土した土壌は1・2・4・5・6・13・14の7基であった。このうち1号土壌は、

4号住居と5号住居に挟まれた、C地区の北側鞍部の標高113m付近に所在し、平面形が隅丸方形の土塀である。

規模は南北2．43m・東西2．37mを測り、深さは0．41mで、床面は平坦である。埋土より、弥生土器器台65やミニ

チュア土器伍などが出土し、4号住居や5号住居との関連が伺える。

落し穴は、C地区で2基（1・2号）とD地区で2基（3・4号）の計4基を検出した。1号落し穴と2号落

し穴は、隅丸長方形の平面形を呈し、底部に杭穴を伴うものであった。3号落し穴は楕円形で4号落し穴は円形

の平面形を呈し、底部には杭穴がないものであった。
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△1号土壌（東より）

q8号土塀（南東より）

▽1号落し穴（北より）
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△2号土塀（南より）

♭10号土墳（北西より）

▽3号落し穴（北より）



1号道状遺構（酉より）

2号道状遺構（西より）

道状遺構は、C地区の北東に延びる丘陵の南側肩部から谷に延びるもので、断面がゆるやかなU字状である。

1号道状遺構は8号住居の南側、2号道状遺構は9号住居の南側に延びる。いずれも現在の農道によって削られ、

谷に下る状況は不明である。

古墳出土遺物

下張坪遺跡では、検出した古墳のすべてが果樹園経営による削平や撹乱を受けており、検出した古墳の数や主

体部の数に比べて、出土遺物の数量は非常に少なかった。出土した遺物には、土師器・須恵器などの土器、鉄

剣・鉄鉱などの鉄器、そして紡錘車などの石製品があった。出土位置は、副葬品が埋葬施設内から出土したはか

は、いずれも古墳の周溝内からであった。

副葬品　副葬品が出土した古墳は、9・47・56号墳の3基だけであった。9号墳1号埋葬施設は襟乱を受けて

いるが、箱式石棺墓内から刀子1が出土した。47号墳1号埋葬施設は箱式石棺墓内で鉄剣1（Fl）が出土した。

56号墳は、下張坪遺跡で唯一完全に残っていた中心主体部の箱式石棺墓から鉄剣1（F2）と鉄鉱5（F5～9）

が出土した。
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供献遺物　周構内出土遺物のほとんどが古墳や周構内の埋葬施設に供献された遣物であった。供献土器を検出

した古墳は、9・11・30・32・34・35・61・63・64・66号墳の10基で、14号墳と57号墳からは滑石製の紡錘車

が出土した。

9号墳では、土師器小型丸底壷1（1）・襲1（2）・高塀2（3・4）・塙1（5）の5点の土器が、墳丘

北西の周溝底部から集中して出土した。

11号墳では、土師器襲1（6）が、墳丘北側の周溝底部に立った状態で出土した。

30号墳では、墳丘西側の周溝底部より須恵器の短頸広口壷（8）が出土した。この短頸広口壷は、短く外反する

口緑部を有し、端部は凹面を形成する○体部は、やや肩の張る球形で、外面を胴部最大胴径付近まで縦方向の平

行夕タキを施しカキメを巡らす0内面は丁寧なナデ消しである。陶邑編年でTK216～ON46段階と考えられる。

32号墳では、墳丘西側の周溝底部より土師器直口壷1・高坪7・須恵器旛1（10）が出土した。10は外面底

部不定方向のへラケズリで肩が張る体部と尖り気味の底部を有する。ON46～TK208段階と考えられる。

34号墳では、墳丘の北側の周溝底部より土師器の高坪が6個体（11）まとまって出土した。

35号墳では、墳丘西側の周溝底部から須恵器の坪身1（12）と旛（13）、土師器2（14・15）が出土した。12

は立ち上がりは内儀し底は平たく安定する0受部は短く上外方に延び口緑端部とも丸くおさめる。底部外面丁寧

な回転へラケズリを施す013は口頸部は短く上外方へはぼまっすぐ延びる。体部は肩の張る尖り気味の底部を持

つ0全体に丁寧なっくりで、口頸部と体部に極細かい波状文を施す。ON46段階に比定できる。

61号境では、周構内埋葬施設の1号埋葬施設への供献土器として、土師器嚢・鉢（18）・直口壷（17）が出

土した。

63号墳では、墳丘南側の周溝底部から土師器高塀6個体（19～23）が一括で出土した。

64号墳では、墳丘南西の周溝底部から須恵器旛（27）が、墳丘南側の周溝底から土境に埋納された須恵器坪身
㌧

（24）・直口壷（25）と供献された土師器聾（28）と須恵器広口壷（26）が出土した。24・25・26・27はいずれ

も丁寧なつくりでON46段階に比定できる0なかでも26は上外方へ短く外反する口頸部と球形の体部からなる。

口頸部には2条の凸帯を持ち、体部は縦方向の平行タタキを施した後、最大胴径付近だけ残し他はナデ消す。

66号墳では、墳丘南東の周溝底部から土師器高塀6個体（31～35）と須恵器旛（30）が出土し、墳丘北西で

は周構内1号埋葬施設に供献ざれた須恵器広口壷（29）と土師器嚢が出土した。30は上外方に直線的に延びた口

頸部に、球形に近い体部をもつ0口緑部と頸部の境界に1条の凹線を施し、底部は静止へラケズリを施す。29は

上外方へ外反する口頸部にやや扇平気味の球形の体部からなる。口頸部に3条の凸帯をもち波状文を施し、体部

には最大胴径付近に2条の凹腺を施し、その間に3条の波状文を施す。内外面ともナデ調整を施すが、やや荒く

へラケズリやタタキを残す。いずれもON46～TK208段階に比定できるものと考えられる。

住居出土遺物

下張坪遺跡では、C地区において計11棟の竪穴式住居を検出した。出土した土器は、焼失住居の8号住居を除

けば、全体的にその量は少なく、その器種も壷・嚢・鉢・高坪・器台・小型土器（手捏ね土器）などであった。

この中でC地区の南北に延びる丘陵上に所在する7号住居までの7棟の住居からは、在地の土器に混じって明ら

かに搬入されたと思える土器が出土した。ここでは搬入された土器が出土した2・5・6号住居と1号土境の遺

物について報告する。

2号住居　床面からは弥生土器壷（36）・嚢（38～41）が出土し、覆土から弥生土器壷（37主・嚢（42・

43）・台付鉢（44）・鉢（45・46）が出土した。この内床面や、覆土からの出土土器は、胎土や器形に見られ

る特徴から在地系の土器40・41とは異なるものであり、搬入土器とみられる。36は倒卵形の体部に上外方にひ

－99－



32号墳

∈∃∃

－100－



！

56

第81図　2・5号住居出土遺物図
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第82図　6号住居・1号土墳出土遺物図

らく口頭部を有する。38・39は倒卵形の体部に平底を有し、38は「く」字口緑を呈し、39は擬凹線を有する二

重口緑である。37は、細口の二重口緑の壷と考えられる。45・46は尖底を有し、底部先端に穿孔あり。46は外

面タタキ調整。口径は36から順に10．9cm、6．9cm、15．4cm、18．3cm、44が13．4cm。

5号住居　床面から弥生土器襲（48～51）・台付鉢（52）・鉢（53）が出土し、覆土から弥生土器壷

（47）・鉢（54）・器台（55）・手捏ね土器（56）が出土した。在地系の土器の襲（50・51）を除き、他は搬入

土器と考えられる。4台・49は大きく外方にひらく有段口緑で、最大胴径と口径とがはぼ同じ大きさを示す。48

は口緑部外面をヨコナデ調整し、49は櫛描沈線を施した後ナデ消す。50・51は二重口緑をもつ在地系の嚢で、口

緑部外面ヨコナデ調整する。52は台付鉢で、内外面極細かなへラミガキを施す。53は口緑から体部にかけて内湾

し、短い脚台を有するものである。外面丁寧なパケメ調整し、内面はナデ調整する。54は、2号住居の46と同じ

尖底の底部を有し、穿孔がある。器台（55）は大きく外方にひらく器台の上台部。内外面は丁寧なへラミガキを

施す。47は、算盤玉状の体部に短く外反する口頭部をもつ。口頭部外面には、1条の凸線が巡る。底部は平底が

残る。口径は、47から順に5．5cm、15．8cm、16．0cm、16．5cm、16．2cm、7．3cm、10．1cm、55は18．8cmである。

6号住居　床面から弥生土器壷（57）と賓（58）が出土した。この内57が搬入土器と思われ、58が在地系の

土器と考えられる。57は短く直立気味に立ち上がる二重口緑で、外面に3条からなる擬凹線を巡らす。倒卵形の

体部は、外面縦方向のナデ調整し、内面はへラケズリを施す。底部は平底を呈する。口径10．5cm。58は上外方に

ひらく二重口緑で、内外面ヨコナデ調整する。体部は外面ナデ調整とへラミガキを施し内面はへラケズリである。

底部は平底を呈する。口径17．2cm。

1号土塀　埋土中より弥生土器嚢（64）・器台（65）・ミニチュア土器（66）が出土した。いずれも搬入土

器である。特に器台は、斜め上方にひらき口緑部が短く立ち上がるものである。内外面は丁寧なへラミガキが施

される。ミニチュア土器（66）は黒色で、内外面をへラミガキする。口径は64より順に13．4cm、20．7cm、6．8cm。
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遣物一覧表

恥 出　 土　 位　 置 遺　　 物 真 備　 考 h 出　 土　 位　 置 遺　　 物 頁 備　 考

1 9 号墳周満北西区 土師器　 小型丸底壷 28 供献土器 28 糾号墳周溝南区 土師器　 喪 77 供献土器

2 9 号墳周溝北西区 土師器　 塑 28 供献土器 29 66号墳 1 号埋葬施設 須恵器　 広口壷 80 ・1（氾 1 号埋葬供献土器

3 9 号墳周溝北西区 土師湖　 南坪 28 供献土器 30 66号墳周溝東区 須恵・器　 旛 79 ・100 供献土器

4 9 号墳周溝北西区 土師調　 高坪 28 供献土器 3 1 66号墳周溝東区 土師器　 高峰 79 供献土器

5 9 号墳周溝北西区 土師器　 坑 28 供献土・据 32 66号填周溝東区 土師割　 高坪 79 仙献土器

6 11号墳周溝北西区 土仲間汚　 水 30 供献土器 33 66号墳周溝東区 土師鼎　 高峰 79 供献土・器

7 25号墳周溝南西区 土師器　 小型壷 40 34 66号墳周溝東区 土肺鼎　 高坪 79 供献土器

8 30号墳周溝北西区 須恵器　 短頚広 口壷 44 ・1∝） 供献土器 35 66号墳周溝東区 土師器　 高坪 79 供献土器

9 32号墳周溝北西区 須恵器　 坪蓋 l仙 36 2 号住居床面 弥生土器　 壷 83・IOl

10 32号墳周洒南西区 須恵潮　 埴 40 ・100 供献土・器 37 2 号住居床面 弥生土器　 壷 10 1

11 34 号墳用溝北西区 土師鼎　 高坪 45 供献土器 38 2 号住層南東区床面 弥生土器　 難 83 ・10 1

12 35号填周溝矧区 須思・祝　 杯身 4（ト100 供献土器 3！） 2 号住居南東1衷床面 弥生土署昔　 塊 83 ・10 1

13 35号墳周溝西区 須恵器　 健 46 ・1（M 供献土器 40 2 号住居繭矧区肘而 弥生二l二・割　 難 10 1

14 35号墳周溝西区 土師器　 塊 46 供献土・器 4 1 2 号住屈南東区床面 弥生土・悍　 競 10 1

15 35号墳周溝西区 土価帯　 域 46 供献土器 42 2 号住居南東l衷 弥生土器　 難 10 1

16 36号墳周漸南相 互 土師器 l狛」壷 46 43 2 号住馳‘有刺区 弥生」二拷昔　 難 10 1

17 6 1号墳周溝面相区 二l二肺器　 直l斗壷 75 1 号埋葬供献二王器 44 2 号住は南京区床面 弥′L ・五割　 台付鉢 83 ・10 1

18 6 1号墳周溝南西区 土師出　 鉢 75 1 号埋葬供献 上器 45 2 号住居床面 弥fI三二I二器　 鉢 】（”

1！） 63号墳周溝南東区 土師・器　 高坪 7（； 供献土潮 4（i 2 号住居 南東l刈打 而 弥そ1三」二・器　 鉢 10 1

20 （；3号墳周溝南東1束 七帥 蹴　 高坪 7（； 供献」二器 47 5 一別・i三仙 南吏I東 弥fl三上器 ．小里知新壷 8（ト10 1

2 1 眉号肌用溝南東1ズ H 柚器　 高坪 7（i 供献」二出 48 5 －けti三屈南東1メ胞 ．rI了 弥fl三一五出　 離 8（ト10 1

22 63号墳Ji■d溝南東lズ 土師器　 高坪 7（； 供献二l二器 4！）‾5 号住屈南西区床面 弥fI三土器　 競 1（”

23 （；3号填周溝南矧区 ：l二帥器　 高坪 7（i 供献土器 50 5 号住居J着而 弥生土器　 炎 101

24 桐・牲岨周溝南懐 須思・出　 坪身 77・1（れ 供献上器 5 】 5 号住J．舶柑拍頒 価 弥て1三＿－1 割　 競 101

25 桐・け墳周溝南区 須思調＋直‖壷 77・IOO 供献土器 52 5 号住居南矧的肺而 弥fL I二器　 台付鉢 8（i・10 1

26 64・号墟周溝南区 穿旭 器　 広日壷 77・】00 供献」二器 53 5 号住屈床面 弥生土器　 鉢 101

27 糾号墳周溝南西区 須憩器　 埴 77 ・100 供献土淋 54 5 号住居l削 ヒベル ト 弥生土・器　 鉢 101
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恥 出　 土　 位　 置 通 ．物 貢 備　 考 仙 出　 土　 位　 置 遺　　 物 貢 備　 考

55 5 号住居南西区 弥生土器　 器台 10 1 F 9 56号墳 1 号埋葬施設 鉄鍍 69 ‘副葬品

56 5 号住居東西ベル ト 弥生土器　 手捏ね土器 10 1 J l 14 号墳周溝南西区 紡錘車 封 ・100 1 号埋葬供献遺物

57 6 号住居加東区 弥生土器　 壷 102 J 2 57号墳周溝南区 紡錘車 70 ・100 供献遺物

58 6 号住居北東区床面 弥生土器　 競 87・102 S l 22号墳周洒南東区 石錐 103

59 8 号住居酉区床面 弥生土器　 壷 91 S 字 A 地区北側丘陵先端部 石錐 103

60 8 号住居繭矧区床面 弥生土器　 競 91 S 3 39号墳東側斜面 石強 103

6 1 8 号住居北区床面 弥生土器　 喪 9 1 S 4 38号墳周溝 南東区 石錐 103

62 8 号住居北区床面 弥生土器　 盤 9 1 S 5 9 号住居南西区床面 石鉄 】03

63 8 号住居南西区 弥生土器　 盤 9 1 S 6 E 地区西側遺構検出面 石錐 103

64 1 号土墟 弥生土骨　 憩 102 S 7 A 地区西側丘陵鞍部 黒曜石 103

65 1 号土塀 弥生土鶉　 署台 102 S 8 A 地区西側丘陵鞍部 泉曜石 103

66 1 号土鳩 弥生土器　 ミニチュア土器 96 ・102 S 9 20号墳墳丘北西区 泉曜石 103

67 8 号住居北西区 人物埴輪 103 S lO 20号墳填丘北西l茎 畠曜石 103

F l 47号墟 1 号雌葬施設 鉄剣 56 副葬品 S ll 63号墳周辺表採 緑色石 103

ド 2 56号耳‡1 号埋葬施設 鉄剣 6g 副葬品 S 12 18 号墳周溝南東区 低石 103

F 3 47号墳周溝北区 鉄鎖 55 S 13 3 号住居南東区 低石 103

F 4 47号姑矧批北区 鉄線 55 S 14 3 号住居北東区床面 低石 103

ド 5 56号填 1 号理非施設 鉄強 69 副葬品 S 15 8 号住居南風区 砥石 103

ド 6 5（号耳目 号埋葬施設 鉄鎖 69 副非品 S 16 5 号墳相 川 石斧 103

ド7 56号墳 1 号理非施設 銑鉄 6g 副葬品 S 17 37号墳周溝北輔区 叔石 】03

ド8 56号的 1 号埋葬施設 鉄鉱 69 副葬IW－ S 18 39号墳周溝南西l束 ． 撤石 103
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Ⅳ　まとめ

下張坪遺跡は、天神川が形成した沖積平野を見おろし、大山から北に派生した丘陵上に所在する弥生時代後期

終末から営まれた集落と、古墳時代中期の古墳群である。平成7年度・8年度の2カ年にわたる発掘調査の結果

検出した遺構は、円墳67基・石蓋土墳墓1基・箱式石棺墓4基・竪穴式住居11棟・掘立柱建物3棟・住居状遺構

4棟・貯蔵穴1基・土墳14基・落し穴4基・道状遺構2基であった。ここでは、古墳群と住居について整理しま

とめとする。

古墳群

墳丘　調査した古墳はすべて円墳であった。A・B地区の丘陵から52基、C地区の丘陵では13基、D地区では

丘陵最高部に1基、E地区では丘陵先端に1基を検出した。すべての地区で果樹園による大きな削平を受け、墳

丘の封土を残すものは皆無であり、中心主体部も削平されたものもある。A・B・C地区では、古墳は非常に近

接して築造されており不整形な円形を呈するものや、斜面に造られた半円状のものも存在する。

墳丘の規模は、古墳が連続するA・B地区では、丘陵の先端に位置する2号墳が17mと最も大きく、E地区の

67号墳共々、検出した古墳の中では最大のものであった。次に、3・4号墳が13m、6・14・30・32・40号墳が

11mとこの地区で最も大きいものであった。墳丘の高さについては、大きな削平と流出により、原形を残すもの

はほとんど遺存せず、計測不可能であった。なお、削平を受けているものの主体部の箱式石棺墓が検出された古

墳もあり、低墳丘の古墳であった可能性も考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

周溝　調査したすべての古墳で検出した。周溝断面は、いずれも立ち上がりがゆるやかなU字状を呈するもので

あった。調査段階で、周溝が完周するものは22基存在した。さらに削平されたり、調査区外にかかるもので本来

は完周すると判断できたものは22基であった。これらの古墳は、いずれも丘陵尾根上に立地している。丘陵斜面

に立地する古墳の周溝は、丘陵の高い側のみを半周しており、こうした半周する周溝をもつ古墳には、A地区の

8・9・10号墳やB地区の36・37号墳のように、尾根上に存在しているが古墳の占地から半周の周溝を造るも

のもある。

主体部　67基の古墳のうち主体部（掘り方のみも含む）を検出したのは35基で、それ以外では既に削平されてお

り確認できなかった。35基のうち、1古墳複数埋葬施設は40号墳のみ（箱式石棺墓1基・石蓋土墳墓1基）で、

他34基で検出した埋葬施設は、箱式石棺墓32基・不明2基である。ほぼ完存する主体部は、13号墳や56号境を

含め10基であった。この状況から考えるなら、主体部を検出できなかった古墳もすべて箱式石棺墓の可能性が高

く、下張坪遺跡の古墳群は箱式石棺墓を主体部とする古墳群であったと推定できる。

周溝内埋葬施設　周構内埋葬施設は、2・10・11・14・39・41・55・57・61・66号墳の10基の古墳周溝で検出

した。埋葬施設は、箱式石棺墓4基（10・39・55・66号墳）と石蓋土墳墓6基（2・11・14・41・57・61号墳）

であった。これらの埋葬施設は、11号墳が周溝に直交するはかはすべて周溝に平行につくられる。その位置は、

11号墳が墳丘の東側に39号墳が墳丘の北側につくられる他は、全て南側の周構内につくられており、特に法則性
註1）　　　　註2）

は見られない。下張坪遺跡で確認した周構内埋葬施設は少なく、従来調査してきたイザ原古墳群や沢べリ遺跡と

比較しても非常に少ないものといえる。また周構内埋葬施設の規模は、11号墳の石蓋土墳墓を除けばいずれも長

さ50～60cmを測る小型のものが中心であった。

供献土器　下張坪遺跡では、11基の古墳から12カ所の供献土器を検出した。このうち61号墳と66号墳には周構内

埋葬施設への供献土器があった。供献土器には周溝底に供献ざれた原位置で出土したものと、周溝に転落あるい

はそれに近い状態で出土したものがある。前者は4基の古墳で検出し、後者は8基の古墳で確認した。供献ざれ
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一一新旧関係（古→新）

ト埋葬施設（頭位を示す）
一埋葬施設（頭位不明）
●　供献遺物

数字は古墳No．を示す

100m

（】：2000）

第83図　古墳新旧図

た遺物には、須恵器坪身・直口壷・旛・壷や土師器高塀・塙・直口壷・小型丸底壷・嚢などがあり、須恵器は5
註3）

世紀後半の初期須恵器といわれるTK216・ON46・TK208段階の古いものであった。供献土器が土師器で構

成される古墳は4基で、9号墳が襲・小型丸底壷・高塀、61号墳が襲・鉢・直口壷、そして34号墳と63号墳が

高塀からなる。セット関係に須恵器を伴うものは4基で、32号墳が須恵器と土師器直口壷・高塀、35号墳が須恵

器坪身・漣と土師器塙、64号墳が須恵器広口壷・坪身・直口壷・漣と土師器嚢、66号墳が須恵器漣と土師器高坪、

周溝内埋葬施設に須恵器広口壷と土師器聾であった。須恵器のみは30号墳の1基で、広口壷であった。供献ざれ
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た時期については、周溝の底面に近い位置から出土したものは原位置を保っており、周溝が掘られてから比較的

早い段階で供献ざれたものと考えられる。

古墳群の形成　古墳群は、下張坪遺跡のA・B・C地区の丘陵を中心に所在する。検出した古墳は、墳丘や主体

部が失われているため、ここでは古墳の占地・規模・古墳周溝の切り合い関係・供献土器などから、古墳の時期

を推察し、古墳群の形成をみる。

古墳群中、規模の大きいものは2号境である。A地区の丘陵先端部の最高地を占地し、北方に広がる丘陵や更

には沖積平野、そして日本海を見下ろす好位置に立地する。墳丘や主体部が削られるものの、これらの条件から

最も早く築造されたと考えられる。次に築造さたのは、古墳の規模から、2号墳の南側に位置する4号境をはじ

め、丘陵稜線上にはぼ正円を描いた周溝を伴って立地する6・14・30・32・35・40号墳であろう。周溝の切り

合い関係から32号墳より古い24号墳も存在する。これらは、大きく削平された4・6・40号墳を除き供献土器

を伴っており、古墳の序列を示すものと思われる。時期は、供献土器の須恵器から概ね5世紀後半と考えられる。

次に築造されるも古墳は、やはり古墳の規模と丘陵稜線上に円形周溝を有する9・13・17・26・33・38・39・

56・57号墳などが続くものと考えられる。そして6～7m前後の円墳や斜面に造られた半円状の周溝を有するも

のが築造されたと考えることができる。

以上の事実を整理すると、A・B地区では立地や墳丘規模から考えて2号墳が最初に築造され、その後4・6

号填、14号填、24・32号填、30号墳、35号墳、40号墳の古墳が丘陵の稜線上に築造されるに至って、丘陵上に

6つの古墳群のまとまりをもちながら展開をみる。C地区においては、2号墳以降2つの古墳群のまとまりをも

ちながら古墳群が形成される。

住居
I

竪穴式住居は、C地区の丘陵から11棟を検出した。南北に延びる丘陵東斜面から7棟の住居を、そしてそれに

続く東西に延びる丘陵南側斜面から4棟を検出した。時期は、概ね弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけ

てである。出土遺物からみると、ほぼ東高江2号貯蔵穴出土遺物の時期から宮ノ下遺跡4・6号住居出土遺物の
註4）
時期にあたり、比較的短期間に営まれた集落であったと判断できる。住居は、遺構間に切り合い関係は見られず、

また8号住居のように建て替えも存在しており2時期にわたって継続する遺構も存在すると思われる。

弥生時代終末期住居　南北に延びる丘陵の北側とそれに続く東西の丘陵に所在する。南から6・1・7・8・

9・10・11号住居の7棟である。住居の平面形は、隅丸方形・六角形の2つのプランが存在し、隅丸方形は5棟

（1・7・8・9・10・11）、六角形が1棟（6）であった。主柱穴は4本から6本で比較的壁に寄った位置にあ

り、柱穴間に間柱を設けるものも存在する。住居の建て替えがあるのは、8号住居で五角形から隅丸方形への建

て替えがあり、7号住居にもその可能性が伺える。住居への出入り口に関しては、特定はできないが床面までが

比較的深い住居が多いことから1号住居のP6や7号住居のP8、あるいは9号住居のP8などのように住居の

壁際に存在するピットが梯子穴の可能性も考えられる。焼失住居は、8号住居であった。床面には、厚く堆積し

た焼土と共に比較的多くの炭化材が遺存しており、良好な資料といえる。中でもP4の柱穴には柱と考えられる

炭化物が遺存しており、鑑定の結果から比較的強度な建築部材として使用できるタブノキ属であった。また厚く

堆積した焼土は、その下に比較的多くの炭化物と土器等の遺物を覆っており、例えば屋根を覆っていた土が焼け

落ちたものと判断することが可能ではなかろうか。

古墳時代初頭期住居　南北に延びる丘陵の東斜面に所在する。南から2・3・4・5号住居の4棟である。住居

の平面形は、隅丸方形・五角形・六角形の3つがあり、、隅丸方形が2棟（2・3）、五角形が1棟（5）、六角形

が1棟（4）であった。主柱穴は4本から6本で、柱穴間に間柱を設けるものも存在する。住居の建て替えは確
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認できなかったが、柱穴の存在から4号住居が建て替えが行われた可能性がある。5号住居には、床面の北側と

東側に隅丸長方形の土墳SKl・SK2が存在する。性格は不明だが、貯蔵用の土境の可能性が高い。

住居出土の遺物11棟の住居から出土した遺物は、弥生土器・土師器・鉄器・石器であった。中でも弥生土器は、

在地系の土器と共に、搬入土器の存在が明らかになった。搬入土器は、C地区の南北に延びる丘陵の東斜面に所

在する1～7号住居から出土し、弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての在地系の土器と共に出土した。2号

住居の36～39・42～46や、5号住居の48・49・52～56、6号住居の57・58、1号土墳出土の土器がそれである。

壷・聾とも口緑部の形態や調整が異なり、全体的に明るい褐色やうすい灰色の色調で焼成も甘い。やや大きめの

砂粒子を含み、胎土の荒い感じを受けるものである。器種には、壷・襲・鉢・台付き鉢・器台がある。壷は直立

気味に外方へ延びる短頸壷や、嚢は在地系とほぼ同じ二重口緑で擬凹線を施すものや短く外方へつまみ出すもの

がある。これらはいずれも肩がなだらかなものが多い。鉢には台付きの鉢のほか、尖底の穿孔があるものも存在

する。器台には、斜め上方に開きながら、口緑部が短く立ち上がるものがある。

これらの土器は、嚢や壷の口緑部に見られる特徴的な二重口緑と擬凹線や擬凹線ナデ消しなどの調整技法、尖

底化する鉢とその底部に見られる穿孔、器台に見られる口緑部が短く立ち上がるものなどの特徴から、北丹波地
註5）

方に由来するものと見ることができる。さらに、2号住居の37に見られる細口壷などは北陸系の土器の様相を呈

しており、単純に北丹波系だけの搬入土器ではないものと考えられる。

以上、下張坪遺跡で検出した古墳群と住居について、その概要を整理しまとめてみた。多くの問題点を残すこ

とになったが、搬入土器をもつ弥生時代終末の集落を明らかにし、土下古墳群の南側に展開する5世紀後半の古

墳群を解明するころができた。倉吉市の北側に位置する上北条地区における初めての古墳や集落の調査であり、

この地域の新しい資料を得ることができた。今後は未解決のまま残した問題が、将来予想される周辺の調査によ

って解決されることを望む。
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古墳一覧表
（m）

古 墳 直　 径 周　 満　 幅 主　 体　 部
主 体 部 規 模　 内 法

長 さ ×　 幅 一 深 さ

主 軸

N 一 品 ・
副　 葬　 品 周 構 内 埋 葬 施 設 供　 献　 遺　 物

1 7 ．0 0 ．6 一一 1．3 箱 式 石 棺 墓 5 2 0　W

2 17 ．0 1 ．4 一一4 ．1 石 蓋 土 鳩 墓

3 13 ．0 1 ．4 一一3 ．1

4 13 ．0 2 ．4 ～ 2 ．7

5 9 ．0 0 ．7 一一 1．3 箱 式 石 棺 墓 6 6 0　 W

6 12 ．0 1 ．3 一一2 ．4

7 7 ．0 0 ．6 ？－1．1

・8 7 ．0 0 ．6～ 1．2 箱 式 石 棺 墓 5 3 0　 E

9 6 ．0 0 ．5一一 1．3 箱 式 石 棺 墓 1．0 8 × 0 ．5 0 － 0．2 2 9 6 0　W 刀 子 土 師 器

1 0 7 ．5 0 ．6～ 1．4 箱 式 石 棺 墓 18 0　W 箱 式 石 棺 韮

1 1 7 ．5 1．0 ～ 2 ．1 箱 式 石 棺 蓋 5 7 0　W 石 蓋 土 磯 韮 土 師 据

1 2 ．4 ．5 0 ．5～ 1．2

1 3 9 ．5 0 ．6 ～ 1．4 箱 式 石 棺 墓 1．8 1 × 0 ．3 8 － 0 ．2 7 6 2 。 W

1 4 12 ．0 0 ．7 ～ 1．6 石 蓋 ．」二廉 去 紡 錘 輩

1 5 6 ．5 0 ．8 ～ 1．（i 箱 式 石 棺 蓑 1．6 8 × 0．4 1 － 0 ．3 1 12 5 。 E

1 6 7 ．5 0 ．（；～ 1．（i 箱 式 石 棺 藁 1．6 3 × 0 ．3 1 － 0 ．2 4 9 0 0　 E

17 8 ．8 1 ．0 ～ 2 ．0

18
東 西 7．7

南 北 8．5
0 ．8 一一 1．6 箱 式 石 棺 菓 2 ．2 1 × 0 ．8 5 － 0 ．12 8 4 e　 w

19 5 ．5 0 ．8 ～ 1．3 箱 式 石 棺 藁 1．8 1 × 0 ．6 4 － 0．12 （i7 0　 W

2 0 6 ．0 0 ．7一一 0．9 箱 式 石 婚 墓 2 ．0 5 × 0 ．8 5 － 0．2 0 8 0 0　 W

2 1 8 ．5 0 ．8、 1．3

2 2 7 ．3 0 ．7～ 1．2

2 3 6 ．4 0 ．4 一一0 ．8
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l

古墳 直　 径 周　 満　 幅 主　 体　 部
主体 部規 模　 内法

長 さ ×　幅 一深 さ

主軸

N 一 品
副　 葬　 品 周構 内埋 葬施 設 供　 献　 遺　 物

．＿24 9 ．5 1．4 ～ 2 ．1

25 6 ．0 1．0 一一1．3 箱 式石棺 墓 1．72 ×0 ．55 － 0．別 24 0　W

26 9 ．0 0 ．9 ～ 1．5

27 7 ．5 0 ．6 ～ 1．3 箱式 石棺墓 1．66 ×0 ．60 － 0．42 700　 E

28 8 ．5 1．0 一一1．3 箱式 石棺蓋 2 ．4 5 ×0 ．92 －0 ．15 56。 W

29 9 ．0 1．3 ～ 2 ．0 箱式 石棺墓 2．42 ×0 ．92 － 0．15 580　W

30 11．0 1．0 一一2 ．0 箱式 石棺墓 2 ．12 ×0 ．82 －0 ．2 5 380　W 須 恵 据

3 1 6．0 0 ．6一一1．2

32 11．5 1．巨－2 ．2 須 恵器 ・土師 容

33
東 西10．4

南北 9．8
0 ．8～ 1．3

34 9 ．5 0 ．9～ 1．7 箱 式石 棺克 67 。 W 土 師鼎

3 5
東 西 9 ．8

南北10 ．1
0 ．9～ 2 ．1 須恵 鼎 ・土師拙

3 （i 8 ．0 0．6 一一1．6 箱 式石棺 豪 50 0　 E

37 7 ．5 0．6 ～ 1．2 箱 武石湘 菓 1．糾 ×0 ．36 － 0 ．36 116 0　 E

38
丸西9 ．5

南北8 ．（i
1．0 一一2 ．1

39
東 西9 ．2

南 北7 ．8
1．トー2 ．1 箱式 石棺 藁

40
東 西11．4

南北 12 ．0
1．巨－1．8

1 号　 箱式石甘描「

2 号　 オ・了点 上廉 蓑

1．53 ×0 ．4 1－ 0．26

1．（辺 ×0 ．58 －0 ．35

156 。 E

330　 E

4 1
東 西7 ．3

南北 6 ．7
0 ．9 ～ 1．5 f l蓋 二l二廉 藁

42 9．5 0 ．4 ～ 1．1 箱式石 舶蒐 1．7G x O．3 8 －0 ．22 8 70　 E

43 4 ．5 0 ．（i一一0 ．9 箱式小 柄克 1．5（；×0 ．39 －0 ．3 5 7 80　 E

44 5．0 0 ．（；～0 ．8 箱式ポ 析豪 1．71 ×0 ．39 － 0 ．2 9 6 60　 E
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古墳 直　 径 周　 溝　 幅 主　 体　 部
主 体部規 模 ．内法

長 さ ×　 幅 一深 さ

主 軸

N 一 品
副　 葬　 品 周 構 内埋 葬施 設 供　 献　 痘　 物

45 4 ．5 0 ．6 ～ 1．2 箱式石 棺墓 1．6 1×0 ．39 －0 ．2 9 65 0　E

46 6 ．0 1 ．0 一一1．2 箱式石 棺墓 1．9 1×0 ．59 － 0．38 9 10　E

47 7 ．0 0．6 一一1．3 箱 式石 棺墓 1．74 ×0．46 － 0 ．39 8 0　E 鉄 剣

48 7 ．0 1．0 一一1．6

49 4 ．0 0．5 ～ 0 ．7 箱 式石 船蓋 1．92 ×0 ．67 － 0．22 87 0　E

50 4 ．0 0．5 一一0 ．7

5 1 5 ．0 0 ．4 一一1．2

52 4．0 0 ．8 ～ 1．3

53 7．0 0 ．7一一0．9 1．8 6 ×0 ．54 －0 ．25 2 1。 E

封 8．0 0 ．5～ 1．2 1．8 6 ×　　 －0 ．35 3 20　 E

55 10 ．0 0 ．9、 1．3 箱 式石棺 去 2 ．32 ×0 ．81－ 0 ．4 6 2 60　 E 箱式 石楷 克

56 9 ．0 0 ．7、 1．8 節 式石棺 蓋 1．68 ×0 ．4 7 －0 ．4 1 30 0　 E 剣剣 ・銑鉄

57 ．
東 西7．8

南北 7．7
0 ．8一一1．4 石蓋 土鳩蓑 紡錘 串

58 7 ．0 0 ．4 一一0．6 箱 式石船 墓 1．67 ×0．38 －0 ．2 9 ．90 0　E

59 8 ．0 0 ．5へ：0 ．9 箱式 石舶 菓 108 0　E

（泊 9 ．0 0 ．5 一一0 ．（i 箱武 石相克 2 ．10 ×1．0 1－0 ．40 4 10　E

6 1 9 ．0 0．8 ～ 1．（i イ‾‘i蓋 土鳩張 土師 出

62 6 ．0 0 ．5 一一1．2 箱 式石 船張 1．48 ×0 ．26 －0 ．封 20。 E

63 11．0 1．5 ～ 2 ．1 上帥出

64
東 西10 ．3

南 北10 ．4
0 ．8一一1．8 須 思出 ・ l二価 器

65 7 ．0 0 ．8～ 1．0

（泌
東 西13．1

南北 13 ．7
0 ．8、 1．6 箱 武石梢 英 須 思器 ・・H 輌鼎

67 17 ．0 2 ．0 一一2 ．（i
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Ⅴ　鑑　定

1．下張坪遺跡C地区から出土した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

下張坪遺跡C地区では、発掘調査により弥生時代終末の住居跡が検出されている（倉吉市教育委員会、1996）。

住居跡の平面形は、五角形のものが1棟、六角形のものが2棟あるが、他は隅丸方形である。住居跡の中には焼

失したものがあり、住居構築材と考えられる炭化材が出土している。このような炭化材については、倉吉市内で

はこれまでにも中尾遺跡などで樹種同定を行っており、多くの種類の針葉樹・広葉樹が確認されている（パリ

ノ・サーヴェイ株式会社、1992）。しかし、同時期の各住居跡による用材の違いなどがどの程度あったのか等、

不明な点も残されている。

本報告では、下張坪遺跡の各焼失住居跡および土壌から出土した炭化材の樹種を明らかにし、用材選択や遺構

による違いなどについて検討する。

1．試料

試料は、弥生時代終末（庄内式）の各住居跡（2号・3号・5号・8号・9号・11号）と1号土境から出土し

た炭化材100点（試料番号1～100）である。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表1に記した。

2．方法

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3．結果

樹種同定結果を表1に示す。試料の中には、複数種類が認められるものがあった。これらの炭化材の内、保存

状態が悪く樹種の同定に至らない試料については、確認できた範囲での木材組織の形態などを記した。炭化材は、

針葉樹2種類（ヒノキ属・カヤ）、広葉樹11種類（アサダ・コナラ属アカガシ亜属・スダジイ・ヤマグワ・タブ

ノキ属・ヤブツバキ・サクラ属・モチノキ属・クマノミズキ・シャシャンボ・エゴノキ属）と、イネ科タケ亜科

に同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

・ヒノキ属（Cわam旧eqpalお）　ヒノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限って認め

られる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型～スギ型で1～4個。放

射組織は単列、1～15細胞高。

・カヤ（7bITeyanuCLtbI77Sieb．etZucc．）　イチイ科カヤ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細

胞壁は滑らか、分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で1～4個。放射組織は単列、1～10細胞高。仮道管内壁には対

をなしたらせん肥厚が認められる。

・アサダ（0gむγa apO月icaSarg．）　カバノキ科アサダ属

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～4個が複合、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列、内壁にらせん肥厚が認められる。放射組織は（同性～）異性Ⅲ型、1～4細胞幅、1

～30（50）細胞高。

ー113－



表1．炭化材の樹種同定結果

c m 検　　 出　　 位　　 置 用　　 途 時代 ・時期 樹　　　　　　 種

1 C 地区 2 号住居　 南東区埋土黒茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 クマノミズキ

2 C 地区 2 号住居　 南西区埋土床面直上 住居構築材 弥生時代終末 コナラ属アカガシ亜属

3 C 地区 2 号住居　 南東区埋土床面上面 住居構築材 ・弥生時代終末 ヤマグワ

4 C 地区 3 号住居　 北西区埋土黒茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 モチノキ属

5 C 地区 3 号住居　 北東区床面直上 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

6 C 地区 3 号住居　 P ll埋土 住居構築材 弥生時代終末 ヒノキ属 ・スダジイ ・エゴノキ属

7 C 地区 3 号住居　 P 6 埋土 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

8 C 地区 5 号住居　 北西区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 広葉樹

9 ．C 地区 8 号住居　 南東区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

10 C 地区8 号住居　 北東区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

11 C 地区8 号住居　 南西区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

12 C 地区 8 号住居　 北東区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

13 C 地区 8 号住居　 南西区床面直上 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

14 C 地区 8 号住居　 北西区床面直上 住居構築材 弥生時代終末 ズダジイ

15 C 地区 8 号住居　 焼土 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

16 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

17 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

18 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

19 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 シャシャンボ

20 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

21 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

22 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

23 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

24 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

25 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

26 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

27 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

28 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生 1時代終末 スダジイ

29 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

30 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

31 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

32 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

53 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

34 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

35 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

36 C 地区 8 号住居 ．床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

37 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

38 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

39 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

40 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

41 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 1弥生時代終末 スダジイ

42 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

43 C 地区 8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ
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c m 検　　 出　　 位　　 置 用　　 途 時代 ・時期 樹　　　　　　 種

44 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

45 C 地区8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

46 C 地区 8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

47 C 地区 8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

48 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

49 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

50 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

51 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

52 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 タブノキ属

53 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 アサダ

54 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

55 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

56 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

57 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

58 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

59 C 地区8 号住居　 一床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

60 C 地区 8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

61 C 地区 8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

62 C 地区 8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

63 C 地区 8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

64 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

65 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 イネ科タケ亜科

66 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

67 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

68 C 地区8 号住居　 床面 住居柄築材 弥生時代終末 スダジイ

69 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

70 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

71 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

72 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

73 C 地区8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

74 C 地区8号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

75 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

76 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ・イネ科タケ酎亘科

77 C 地区8 号住居　 床面P 4柱痕 住居構築材 弥生時代終末 タブノキ属

78 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

79 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

80 C 地区8 号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ・イネ科タケ亜科

81 C 地区8 号住居　 北西区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

82 C 地区8 号住居　 南西区床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

83 C 地区9号住居　 南西区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 サクラ属

84 C 地区9号住居　 北東区茶褐色土 住居構築材 弥生時代終末 サクラ属

85 C 地区11号住居　 北東区 住居構築材 弥生時代終末 ヤマグワ

86 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 コナラ属アカガシ亜属

・87 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 コナラ属アカガシ亜属
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C Ih 検　　 出　　 位　　 置 用　　 途 時代 ・時期 樹　　　　　　 種

88 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 ヤブツバキ

89 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 コナラ属アカガシ亜属・ヤブツバキ・イネ科タケ亜科

90 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 エゴノキ属

91 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 コナラ属アカガシ亜属

92 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 エゴノキ属

93 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末
ヽ

ヤマグワ

94 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 スダジイ

95 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 広葉樹

96 C 地区11号住居　 床面 住居構築材 弥生時代終末 コナラ属アカガシ亜属

97 C 地区 1号土城　 底面直上 用途不明 スダジイ

98 C 地区 1号士魂　 底面直上 用途不明 タブノキ属

99 C 地区 1号土城　 底面直上 用途不明 カヤ

1α） C 地区 1号土塊　 底面直上 用途不明 コナラ属アカガシ亜属

・コナラ属アカガシ亜属（Quercussubgen．q′ClobalanqpsIs）　ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁

孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高のものと複合放射組織とがある。柔組織は単接線

状および散在状。

・スダジイ（CastanQPSIscuSpIdatavar．sIeboldH（Makino）Nakai）　ブナ科シイノキ属

環孔材～放射孔材で孔園部は3～4列、孔圏外で急激に管径を減じた後漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を主とし、希に段数の少ない階段穿孔が認められる。放射組織は同性、単列、1～20細胞高。

・ヤマグワ（MoI・uSauStI771jsPoiret）クワ科クワ属

環孔材で孔園部は1～5列、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II～Ⅲ型、1～6細胞幅、

1～50細胞高で、しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状～翼状および散在状。

・タブノキ属（PerSea）　クスノキ科

散孔材で管壁は厚く、横断面では楕円形、単独及び2～3個が放射方向に複合する。道管は単および階段穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～II型、1～3細胞幅、1～20細胞高。柔組織は周囲状、

翼状および散在状。柔組織はしばしば大型の油細胞となる。

・ヤブツバキ（（hme〟a廊po月icaL．）　ツバキ科ツバキ属

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形～角張った楕円形、単独および2～3個が複合する。道管は階段穿孔

を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅱ～I型、1～2（3）細胞幅、1～20細胞高である

が時に上下に連結する。

・サクラ属仔ケu月US）　バラ科

散孔材で管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または2～8個が複合、晩材部へ向かって管径を漸

減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、

1～3細胞幅、1～30細胞高。

以上の特徴から、少なくとも常緑のバクチノキ亜属や栽培種のウメ・モモ等は除外される。
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・モチノキ属（〟eカ　モチノキ科

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、2～8個が複合または単独に配列する。道管は階段穿孔を有し、壁

孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II型、1～6細胞幅、1～20細胞高。

・クマノミズキ（ComusmacI・QPhyZlaWallich）　ミズキ科ミズキ属

散孔材で、道管ははぼ単独で配列し、年輪界付近で径を減ずる。道管の分布密度は高くない。道管は階段穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性で、1～6細胞幅、1～30細胞高。

同属のヤマボウシ（CkousaBuergerexHance）もよく似た組織を有するため、ヤマボウシの可能性もある。

・シャシャンボ（VbccinIumbracteatumThunb．）　ツツジ科スノキ属

散孔材で、道管はほぼ単独で年輪界一様に分布し、その分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II型、単列で8細胞高前後のものと5～7細胞幅、30～60細

胞高のものがある。

・エゴノキ属（S画の　エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、2～4個が複合または単独で、年輪界付近で管径を減ずる。道管は階段状穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性II型、1～3細胞幅、1表2　遺構別樹種構成

～20細胞高。柔組織は短接線状および散在状。

・イネ科タケ亜属（Cramineaesubfam．Bambusoideae）

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。

4．考察

炭化材には、合計13種類の木材とタケ亜科が認められた。比較的種類数が

多い結果は、中尾遺跡で認められた結果（パリノ・サーヴェイ株式会社、

1992）と同じである。各住居跡別に見ると、試料数の少なかった3号住居跡

と9号住居跡を除く各住居で複数種類が認められている（表2）。また、確

認された種類を遺構別に比較すると、最も試料数の多い8号住居跡では　ス

ダジイとアサダが多く認められている。一方、次に試料数が多い11号住居跡

ではアカガシ亜属が多いが、各種類別の出土点数に大きな違いは認められな

い。また、8号住居跡で多かったスダジイやアサダはほとんど確認されない。

この結果から、住居構築材の用材選択は、各住居ごとに異なっていた可能性

がある。

最も試料数の多い8号住居跡における炭化材の出土状況をみた限りでは、

垂木に由来する炭化材が含まれていると思われる。垂木は、高い強度が必要

であることは当然であるが、その他に最低でも数mの長さがあり、しかもそ

の間は比較的まっすぐであることが望ましい。このような条件を満たす木材

として、確認された種類は選択されていたことが考えられる。各住居跡で用

材に違いがある結果は、木材の選択が樹種ではなく条件を満たしているか否

かであった可能性を示唆する。また、群馬県渋川市中筋遺跡で指摘されたよ

うに（高橋、1988；橋本ほか、1993、1996）、住居の建築様式や建物の利用

目的が用材選択に反映している可能性もある。
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ヒ　 ノ　キ　属 1 1

カ　　　　　 ヤ 1 1

ア　 サ　 ダ 11 11

アカガシ亜属 1 5 1 7

ス　 ダ　 ジ　イ 3 59 1 1 糾

ヤ　 マ　グ　 ワ 1 2 3

タ ブノキ属 2 1 3

ヤブ ツバ キ 2 2

サ ク　ラ　属 2 2

モチノ キ属 1 1

クマノミズキ 1 1

シャシャンボ 1 1

エ ゴノキ属 1 2 3

タ　ケ　亜　 科 3 1 4

広　 葉　 樹 l 1 2

合　　 計 3 6 1 76 2 14 4 106



今回調査した住居跡は、その多くが隅丸方形であるが、8号住居跡は五角形であり、3形態であることがわか

る。石野（1990）によれば、弥生時代後期は、方形の住居跡が多いが、地域別に特徴が異なり、中国地方は東海

地方とともに方形と円形が混在する地域とされる。五角形など多角形の住居跡は、基本的に円形の延長線上にあ

るとされている。このような住居の形態の違いが用材選択に影響を与えた可能性もある。しかし、方形の住居跡

の中でも用材の類似性がほとんどないため、現時点で建物の形態がどの程度用材選択に影響を及ぼしたかは不明

である。今後さらに資料を蓄積することが必要である。

これらの住居構築材は、関東地方の調査結果では遺跡周辺の植生を反映することが指摘されている（高橋・植

木、1994）。住居構築材は、一つの部材がそれぞれ大型であり、運搬に多大な労力を必要とすることが予想され

る。このことを考慮すれば、本地域においても、基本的には住居構築材は周辺の植生を反映していると考えられ

る。

住居構築材に確認された種類は、アカガシ属やスダジイなど、暖温帯常緑広葉樹林（いわゆる照葉樹林）の構

成種が多い。これは、倉吉市内でこれまで行われた弥生時代～古墳時代の住居構築材の樹種同定結果（平田、

1974a，1974b；パリノ・サーヴェイ株式会社、1990、1991、1992；未公表試料）とも調和的である。この結果

から、本地域にはこれらの常緑広葉樹を中心とした植生が見られたと考えられる。また、横谷遺跡群の縄文時代

の樹種同定結果（パリノ・サーヴェイ株式会社、1996）でも同様の結果が得られていることから、同様の植生は

縄文時代にはすでにみられたことが推定される。

1号土境から出土した炭化材については、用途などの詳細は不明である。針葉樹のカヤ、常緑広葉樹のアカガ

シ亜属・スダジィ、落葉広葉樹のヤマグワが確認されている。これらの種類は、住居構築材と一致するものも多

く、いずれも照葉樹林の構成種である。このことから、木材は遺跡周辺で入手可能な種類を利用したことが推定

される。
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炭化材（1）

1．ヒノキ属（試料番号6）
2．カヤ（試料番号99）
3．アサダ（試料番号34）
a：木口、b：柾目、C：板目
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炭化材（2）
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4．コナラ属アカガシ亜属（試料番号89）
5．スダジイ（試料番号51）
6．ヤマグワ（試料番号85）
a：木口、b：柾目、C：板目
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7．タブノキ属（試料番号77）
8．ヤブツバキ（試料番号89）
9．サクラ属（試料番号83）
a：木口、b：柾目、C：板目
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炭化材（4）

酬

10．モチノキ属（試料番号4）
11．クマノミズキ（試料番号1）
12．シャシャンボ（試料番号19）
a：木口、b：柾目、C：板目
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炭化材（5）

13．エゴノキ属（試料番号90）
14．イネ科タケ亜属（試料番号80）

a：木口、b：柾目、C：板目
横断面
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2．下張坪遺跡56号墳出土人骨

鳥取大学医学部法医学教室

井　上　晃　孝

1．はじめに

倉吉市下張坪遺跡56号墳の1号埋葬施設の石棺内には、被葬者1体がⅤ字状の石枕を頭位にして、仰臥伸展位

で埋葬されていた。骨の遺残性は不良で、遺残骨量も少なくない。

2．骨の遺残性

石棺内の目張りの粘土が消失しており、そこから、再三浸水に見舞われ、人骨はそのために風化が著しく、骨

の遺残性は不良で、また遺残骨量も少なくない。

3．遺残骨董とその部位

頭蓋骨　頭骨：頭頂骨2ケ、矢状縫合部を中心に左右の頭頂部

歯牙：遊離歯牙12ケ

△：歯冠部のみ
r：歯根部のみ

下肢骨　寛　骨：左；腸骨片

大腿骨：左；骨頭部の一部と骨体中央部

右；骨体中央部

脛　骨：左；ほぼ完形、骨長350mm

右；骨体中央部

足　骨：左；踵骨の一部

4．推定性別

遺残する下肢骨は、全般的に細く、筋付着部の粗面の発達は弱い。しかし、左脛骨の最大骨長は350mm（男性

平均値330mm、女性平均値305mm）と大きく、遺残歯牙の歯冠径も全般的に大きいので、本屍骨は男性骨と推定

する。

5．推定年齢

遺残する頭骨頭頂部の矢状縫合の融合の程度と歯牙歯冠の唆耗度は、大臼歯では唆頭が水平化して象牙質が露

呈していることから、年齢は壮年後期～熟年前期（40歳前後）位が推定される。

6．推定身長
詐l）　　　　　　　　　註2）

遺残する左脛骨は、ほぼ完形で最大骨長350mmから、身長はピアソン法で162．0cm、藤井法で160．OcInであった。

本屍の生前の身長は約160cm位と推定する。

7．考察

1）骨の遺残性

発掘時の骨の遣残性は不良であった。原因は石棺内の水の浸入による。石棺の石板の目張りの粘土は、ほとん

ど消失して、これまでかなり水の浸入があったことが確認された。また、天井石板の継ぎ目の目張りの粘土も消

失しており、そこから水滴が落ち、その落下箇所の真下に位置する人骨の胸郭骨、上肢骨と大腿骨下端骨が消失

していた。他の骨も、浸水により風化が著しく、消失したものと推察された。盗掘、その他後世の人為的骨の撹

乱は認めない。
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2）被葬者の生前の姿態

頭骨は、頭頂骨片2ケのみであるので、顔貌、その他の特徴は不詳である。四肢骨のうち、下肢骨のみが遺残

していた。下肢骨の大腿骨と脛骨は細く、きゃしゃで筋付着部の粗面の発達は弱い。しかし、脛骨最大骨長は

350mmあり、男性骨と推定され、推定身長はピアソン法で162．0cmである。本屍は、遺残骨を見る限り、筋肉労働

者ではなく知的支配者層と思量する。生前の姿態は、おそらくやや細みのすらっとした男性像が推察される。

8．まとめ

倉吉市下張坪遺跡56号墳の1号埋葬施設の石棺内には、被葬者1体がⅤ字状の石枕を頭位にして、仰臥伸展位

で埋葬されていた。骨の遺残性は不良で、遺残骨量も少なくない。被葬者は男性、年齢は壮年後期～熟年前期

（40歳前後）位、身長はピアソン法で162．0cmと推定される。本屍の遺残骨の諸形状から、生前の姿態はやや細み

のすらっとした男性像が推察される。
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所収遺跡名 種　 別 主な時代 主　　 な　　 遺　　 構 主　　 な　　 遺　　 物 特　　 記　　 事　　 項

下張坪遺跡 土　 墟 鮎文時代 落し穴　　　　　　　　 4 基 石嫉 ・石斧・敲石 弥生時代終末の集落と古脚時

代中期の古墳群。

弥生時代の住居からは搬入土

器の出土があった。

箱式石棺蓋を主体部とする古

墳時代中期の古墳群であった。

集荊彿 弥生時代 竪穴式住居　　　　　 11棟

住層状遺構　　　　　　 4 棟

脈立柱建物　　　　　　 3 棟

貯蔵穴　　　　　　　　 1基

土塀　　　　　　　　 14基

遺状遺構　　　　　　　 2 条

弥生土器 ・鉄製品 ・低石

古　 墳 古墳時代 円墳　　　　　　　　　 67基

石義士墳墓　　　　　　 1基

箱式石棺墓　　　　　　 4 基

土師器 ・須恵器 ・鉄剣 ・鉄錐

刀子・紡錘車
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